
院
政
期
の
天
台
宗
寺
門
派
西
墓
点
資
料
に
お
け
る
声
点

-
「
△
」
声
点
の
発
祥
と
伝
流
-

松
　
本
　
光
　
隆

は
じ
め
に

中
田
祝
夫
博
士
の
不
朽
の
大
著
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
総
論
福
」
(
昭

和
二
十
九
年
五
月
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
)
　
は
、
訓
点
資
料
に
関
す
る
漢
文

訓
読
語
の
研
究
を
飛
躍
的
に
進
展
さ
せ
、
現
在
に
お
い
て
も
、
同
書
に
記
述
さ

れ
た
知
見
は
、
種
々
、
重
要
で
、
資
料
の
本
質
的
、
基
礎
的
な
立
脚
点
の
拠
り

所
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
例
え
ば
、
本
稿
に
問
題
と
す
る
西
基
点
の
加
点
が

存
す
る
資
料
は
、
そ
の
奥
書
と
共
に
、
資
料
性
の
重
要
な
手
懸
か
り
を
提
供
し
、

西
基
点
訓
読
語
の
社
会
的
言
語
位
相
の
確
定
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

円
堂
点
に
つ
い
て
も
、
宝
瞳
院
点
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
形
式
の
ヲ
コ
ト
点

の
使
用
者
の
所
属
言
語
集
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
真
言
宗
広
沢
流
に
属
す
る
言
語

主
体
で
あ
る
と
か
、
天
台
宗
も
山
門
派
に
所
属
す
る
僧
侶
の
言
語
的
営
為
の
結

果
で
あ
る
と
か
、
社
会
言
語
学
的
な
分
析
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
極
め
て
有

効
性
の
あ
る
手
懸
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
指
針
と
し
て
、
墨
守
、
重
要
視
さ
れ
、

信
奉
と
も
言
え
る
扱
い
を
さ
え
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
、
円
堂
点
は
、
真
言
宗
広
沢
流
仁
和
寺
を
中
心
と
し
た
ヲ

コ
ト
点
法
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
実
際
の
遺
存
資
料

を
博
捜
し
て
、
記
述
さ
れ
た
築
島
裕
博
士
の
玉
著
「
平
安
時
代
古
点
本
論
考

研
究
篇
」
　
(
平
成
八
年
五
月
、
汲
古
書
院
)
　
の
整
理
に
例
を
取
れ
ば
、
平
安

時
代
後
半
期
に
、
仁
和
寺
は
勿
論
、
禅
林
寺
、
金
剛
峯
寺
、
石
山
寺
等
々
や
、

十
一
世
紀
末
以
降
、
真
言
宗
小
野
流
に
も
行
わ
れ
、
十
二
世
紀
に
至
っ
て
は
、

天
台
宗
に
さ
え
現
れ
る
と
説
か
れ
る
。
円
堂
点
の
資
料
を
整
理
記
述
す
れ
ば
、

右
の
よ
う
な
拡
が
り
を
も
つ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
拡
が
り
が
、
同
一
質

の
訓
読
語
の
現
れ
た
資
料
で
あ
る
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

本
稿
に
取
り
上
げ
る
西
基
点
は
、
天
台
宗
の
寺
門
派
三
井
寺
関
係
の
資
料
で

あ
右
と
説
か
れ
て
、
三
井
寺
を
中
心
と
し
た
流
派
で
用
い
ら
れ
た
ヲ
コ
ト
点
法

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
西
基
点
に
現
れ
る
平
安
時
代
の
教
学
的
活
動

(
-
)

が
、
三
井
寺
だ
け
に
終
始
し
た
か
と
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
比

叡
山
上
に
も
智
証
大
師
以
来
の
教
学
の
拠
点
が
あ
っ
て
、
山
上
で
も
寺
門
派
の

系
列
の
教
学
活
動
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
院
政
期
に
も
、
比
叡
山
上
で
、

(
2
)

そ
の
命
脈
を
保
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
を
証
拠
立
て
る
事
実
も
存
し
て
い
る
。

即
ち
、
本
稿
の
執
筆
意
図
は
、
従
来
、
余
り
に
無
自
覚
的
、
無
反
省
的
で
あ
っ

た
こ
と
、
即
ち
、
あ
る
種
の
ヲ
コ
ト
点
の
存
す
る
資
料
は
、
皆
同
一
の
括
り
で
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処
理
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
嫌
い
が
存
し
た
こ
と
に
、
自
覚
的
反
省
を
促
す
と
こ

ろ
に
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
は
西
基
点
資
料
を
取
り
上
げ
て
、
右
の
こ
と
を

論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
平
安
中
期
後
半
か
ら
平
安
後
期
初
頭
に
掛
け
て
の
天
台
宗
寺
門
派

の
動
向

山
門
、
寺
門
両
派
と
言
え
ば
、
平
安
中
期
後
半
か
ら
の
政
治
上
の
抗
争
の
歴

史
が
あ
っ
て
、
十
二
世
紀
と
も
な
る
と
、
屡
々
、
山
上
の
僧
兵
が
山
を
降
っ
て

三
井
寺
に
火
を
放
っ
た
り
し
た
。
円
仁
流
の
衆
徒
と
、
円
珍
流
の
衆
徒
と
の
抗

争
の
印
象
が
強
く
、
そ
の
た
め
、
教
学
も
整
然
と
山
上
と
寺
門
と
で
分
か
れ
て

い
た
か
の
如
く
捉
え
が
ち
で
あ
る
。
実
際
、
平
安
中
期
後
半
の
時
期
、
山
上
に

あ
っ
た
寺
門
派
の
僧
侶
が
、
比
叡
山
よ
り
三
井
寺
等
に
転
じ
た
旨
の
記
事
が
い

く
つ
か
見
つ
か
る
。
例
え
ば
、

「
智
耕
」
　
修
學
院
根
本
　
千
光
院
受
後
十
二
年
　
澄
義
蛋
誼
競
智
親
　
藩
競
勝
算

●
智
親
権
僧
正
授
十
三
人
　
六
十
二
始
行
長
吏
此
嘲
耐
用
崩
勅
封
山
岡

「
十
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
非
宣
一
人
　
寛
弘
八
-
十
-
廿
九
　
卒
　
八
十
二

(
内
閣
文
庫
蔵
三
井
寺
潅
頂
豚
譜
)

右
な
ど
は
、
「
勝
算
」
に
つ
い
て
の
去
就
の
記
事
で
あ
る
。

天
元
四
年
(
九
八
一
)
　
に
、
余
慶
の
法
性
寺
座
主
の
補
任
を
巡
っ
て
、
山
門

派
僧
徒
が
訴
奏
し
、
山
門
派
と
寺
門
派
の
間
で
乳
轢
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
端
を

発
し
て
、
余
慶
は
、
門
徒
数
百
人
を
連
れ
て
山
を
降
り
、
岩
倉
観
音
院
に
移
っ
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
勝
算
は
、
北
白
川
修
学
院
に
移
り
、
観
修
も
山
を
降
っ
て
、

解
脱
寺
に
転
じ
た
。
穆
算
も
同
様
に
、
一
乗
寺
に
下
っ
て
い
る
。
一
方
、
こ
の

時
期
、
山
上
留
ま
っ
た
者
も
あ
っ
て
、
慶
酢
な
ど
の
寺
門
僧
徒
が
千
手
院
等
に

住
し
て
、
智
証
大
師
の
事
跡
を
守
ら
ん
と
し
た
。
そ
の
後
、
余
慶
に
は
、
永
詐

元
年
(
九
八
九
)
　
に
、
天
台
座
主
の
勅
が
下
る
が
、
山
門
の
僧
徒
が
騒
ぎ
、
山

上
に
あ
っ
た
慶
酢
も
、
正
暦
四
年
(
九
九
三
)
八
月
十
日
に
は
、
遂
に
下
山
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
岩
倉
大
雲
寺
に
転
じ
て
、
後
、
正
麿
四
年
九
月
十
五
日

(
長
徳
年
間
(
九
九
五
～
九
九
九
)
と
も
あ
る
)
に
は
、
三
井
寺
に
移
っ
て
い
る
。

天
台
座
主
を
巡
っ
て
は
、
以
後
も
、
長
暦
二
年
(
一
〇
三
八
)
明
尊
の
座
主

補
任
に
つ
い
て
山
門
の
僧
達
が
騒
ぎ
、
保
延
四
年
(
一
一
三
八
)
　
に
は
鳥
羽

僧
正
覚
猷
が
、
天
台
座
主
に
補
任
さ
れ
た
が
、
や
は
り
山
門
の
宗
徒
が
騒
ぎ
、

三
日
で
辞
し
て
い
る
。
天
台
座
主
を
巡
っ
て
は
、
寺
門
派
で
は
、
保
安
四
年

(
一
一
二
三
)
　
に
行
尊
が
、
応
保
二
年
(
一
一
六
二
)
　
に
は
、
覚
忠
の
補
任
が

あ
っ
た
。
山
門
派
と
寺
門
派
と
の
関
係
は
、
平
安
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の

時
期
に
生
じ
た
分
裂
以
前
は
、
山
上
で
親
密
な
交
流
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
成
尋

が
、
四
十
三
歳
の
時
、
延
暦
寺
総
持
院
阿
闇
梨
に
勅
補
さ
れ
て
い
る
し
、
心
誉

な
ど
は
、
も
と
も
と
は
、
山
門
派
証
誉
の
資
で
あ
っ
た
り
し
て
い
る
。

元
亨
釈
書
に
よ
る
と
、
平
安
中
期
末
、
平
安
後
期
初
に
は
、
三
井
寺
の
流
が

衰
退
し
て
い
た
よ
う
で
、
慶
酢
が
三
井
寺
に
入
っ
て
、
寺
門
派
が
隆
盛
を
迎
え

た
ら
し
い
。
こ
の
時
期
、
山
上
よ
り
三
井
寺
に
転
ず
る
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、

山
上
で
の
活
動
を
中
止
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
前
提
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
寺
門

派
の
僧
侶
の
山
上
で
の
活
動
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
本
稿

で
も
触
れ
る
が
、
山
門
、
寺
門
対
立
以
降
も
、
当
然
な
が
ら
山
上
に
、
寺
門
派

の
関
係
し
た
資
料
が
残
さ
れ
、
山
上
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
見
る
の
が
穏
当
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
比
叡
山
上
で
は
な
く
と
も
、
左
京
青
蓮
院
に
お
い
て
、
院
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政
期
の
寺
門
派
の
僧
、
猷
乗
が
、
龍
雲
房
慶
酢
の
自
点
本
を
兄
い
だ
し
、
こ
れ

を
移
点
し
て
い
る
例
が
あ
る
の
で
、
天
台
宗
寺
門
派
と
天
台
宗
山
門
派
の
行
き

来
は
存
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
行
き
来
の
場
所
が
問
題
で
、
政
争
の

最
中
、
三
井
寺
僧
が
、
比
叡
山
上
に
上
っ
て
堂
舎
住
房
に
常
駐
し
た
も
の
か
否

か
は
、
未
勘
で
あ
る
。

寺
門
派
系
の
教
学
、
具
体
的
に
は
、
西
基
点
加
点
の
資
料
で
、
山
上
で
の
山

門
派
と
の
教
学
的
交
流
を
示
す
資
料
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
、
先
学
の
指
摘
さ

(
3
)

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
質
的
交
流
が
あ
っ
た
の
か
、
下
山
し
た
寺
門
派
の
残

照
な
の
か
は
後
段
に
問
題
と
な
る
が
、
か
か
る
状
況
を
、
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

以
下
に
は
、
院
政
期
の
西
基
点
資
料
を
取
り
上
げ
て
、
西
基
点
資
料
群
も
共
時

的
に
一
括
し
て
同
一
質
の
言
語
の
表
出
資
料
で
あ
る
と
無
反
省
に
は
把
握
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
実
例
を
、
西
基
点
資
料
に
現
れ
る
声
点
に
注
目
し
て
、
検
討

を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
以
下
に
各
資
料
の
奥
書
を
引
用
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
奥
書
も
、

抜
粋
で
あ
っ
た
り
、
順
不
同
に
掲
げ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
一
々

断
っ
て
い
な
い
。

二
、
院
政
期
の
西
基
点
資
料
に
加
点
さ
れ
た
「
△
」
声
点
の
出
現
す
る

資
料

天
台
宗
寺
門
派
の
西
基
点
資
料
に
は
、
濁
声
点
「
△
」
が
現
れ
て
、
寺
門
派

資
料
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
古
く
よ
り
既
に
、
定
説
と
な
っ
た
感
が
あ
り
、

(
4
)

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
先
学
の
ご
指
摘
が
あ
る
。
天
台
宗
寺
門
派
資
料
を
特
徴
付

け
る
濁
声
点
「
△
」
　
の
出
現
す
る
資
料
は
、
平
安
後
期
よ
り
認
め
ら
れ
る
が
、

管
見
の
及
ん
だ
限
り
の
実
際
の
平
安
後
期
の
一
等
資
料
で
、
西
基
点
加
点
の
資

(
5
)

料
で
は
、
声
点
「
△
」
　
の
出
現
す
る
資
料
は
、
多
く
は
な
い
。
「
△
」
声
点
が
い

か
な
る
個
人
か
ら
発
祥
し
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
節
に
触
れ
る
こ

と
と
す
る
が
、
そ
の
伝
流
に
乗
っ
た
院
政
期
の
西
基
点
資
料
で
は
、
こ
の
「
△
」

声
点
の
現
れ
る
資
料
が
漸
く
数
を
増
す
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
「
△
」
声
点
を
使

用
す
る
訓
読
語
の
系
統
が
、
院
政
期
に
は
、
代
々
受
け
継
が
れ
た
訓
読
語
の
大

き
な
勢
力
と
な
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

広
島
大
学
蔵
仏
説
六
字
神
兄
王
経
承
徳
三
年
(
一
〇
九
九
)
点
本
[
資
料

1
]
　
に
は
、
二
系
統
の
奥
書
と
、
朱
墨
の
訓
点
の
加
点
が
存
す
る
。
朱
点
は
、

承
徳
三
年
の
加
点
で
、
西
基
点
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
墨
点
は
、
仁
平
三
年

二
一
五
三
)
　
の
加
点
で
、
ヲ
コ
ト
点
に
第
一
群
点
を
使
用
す
る
。
本
資
料
に

は
、
以
下
の
比
較
的
詳
細
な
奥
書
が
あ
っ
て
、
訓
点
の
年
代
、
素
性
等
が
知
れ

る
。
西
基
点
で
あ
る
朱
点
に
対
応
す
る
奥
書
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

唐
房
行
蘭
鱒
房

(
奥
書
)
本
云
/
寛
徳
二
季
(
一
〇
四
五
)
八
月
廿
三
日
以
法
橋
御
房
本
於
乗
々

坊
縞
嘩

寓
了
申
酉
之
際

(
朱
書
〉
「
永
承
参
年
二
〇
四
八
)
十
一
月
一
日
従
奉
披
雲
奉
讃
了
/
日
記
等

知
音
寓
本
」

公
醜
也

承
徳
三
年
二
〇
九
九
)
八
月
廿
三
日
以
眞
如
院
律
師
御
本
書
寛
之

/
件
本
来
々
　
　
　
　
坊
御
本
云
々
/
一
校
了

(
朱
書
)
「
同
廿
七
日
移
鮎
了
」

右
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
朱
点
(
西
墓
点
)
　
は
、
寛
徳
二
年
に
行
円
の
本
を
、
乗
々
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坊
頼
費
が
書
写
し
た
本
が
、
後
、
公
円
の
所
持
と
成
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
本
を

基
に
、
書
写
さ
れ
、
朱
に
て
移
点
を
し
た
も
の
が
、
現
在
伝
え
ら
れ
た
資
料
と

認
め
ら
れ
よ
う
。
事
情
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
寛
徳
二
年
の
写
本
は
、

更
に
、
永
承
三
年
に
披
雲
房
頼
尊
よ
り
伝
授
を
受
け
る
際
に
使
用
さ
れ
た
様
な

こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

朱
点
(
西
基
点
)
　
は
、
漢
文
本
文
に
は
、

1
、
若
(
し
)
　
△
車
上
濁
「
司
(
入
濁
)
の
邊
(
に
)
作
(
ら
は
)
(
広
島
大
学
蔵

仏
説
六
字
神
兇
王
経
承
徳
三
年
朱
点
)

2
、
若
(
し
)
、
崩
去
魂
。
{
入
)
の
邊
(
に
)
作
(
ら
は
)
　
(
広
島
大
学
蔵
仏

説
六
字
神
兄
王
経
承
徳
三
年
朱
点
)

な
ど
、
声
点
「
O
」
と
濁
声
点
「
△
」
が
出
現
す
る
。
梵
語
の
漢
字
音
訳
語
に
は
、

0

3
、
若
(
し
)
判
㌧
平
)
。
噸
毒
○
陀
(
上
濁
)
0
羅
(
上
)
、
(
広
島
大
学
蔵
仏
説
六
字

0

神
兇
王
経
承
徳
三
年
朱
点
)

と
あ
っ
て
、
「
O
L
　
「
∞
」
が
現
れ
る
。
陀
羅
尼
に
お
い
て
は
、

4
、
頭
去
〉
頂
上
濁
〉
隷
,
至
、
.
般
妄
〉
頂
上
濁
)
隷
●
至
、
(
広
島
大
学
蔵
仏
説

六
字
神
兇
王
経
承
徳
三
年
朱
点
)

の
如
く
、
声
点
「
●
」
、
濁
声
点
「
紳
」
を
使
用
す
る
。

墨
書
の
訓
点
は
、
基
底
と
し
て
は
第
一
群
点
の
加
点
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

第
一
群
点
は
、
天
台
宗
も
山
門
派
の
所
用
の
点
で
あ
ろ
う
か
ら
、
比
叡
山
関
係

の
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
山
門
派
資
料
と

認
め
ら
れ
る
第
一
群
点
資
料
に
、
山
門
派
の
言
語
事
象
と
し
て
は
例
外
と
な
る

(
6
)

で
あ
ろ
う
声
点
「
△
」
が
出
現
す
る
。
墨
点
に
よ
る
「
△
」
声
点
は
、
た
だ
一
例

の
み
の
加
点
で
、

5
、
若
(
し
)
周
梱
朝
△
(
平
濁
)
　
(
の
)
邊
(
に
し
て
)
作
(
ら
ば
)
、
周
梱

便
(
に
し
て
)
之
(
を
)
減
(
せ
む
)
。
(
広
島
大
学
蔵
仏
説
六
字

神
兄
王
経
仁
平
三
年
墨
点
)

と
し
た
例
で
あ
る
。
右
の
例
は
、
孤
例
で
、
朱
点
の
去
声
濁
音
声
点
の
「
△
」

の
異
説
を
点
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
墨
点
の
成
立
を
奥
書
に
よ
っ
て
検
ず
れ

ば
、
興
味
深
い
記
事
と
対
応
す
る
。

(
奥
書
)
　
〈
別
筆
}
　
「
本
云
/
長
治
元
年
(
二
〇
四
)
　
望
ハ
日
柄
廿
六
日
町
中
魁
於

左
京
育
蓮
院
東
廊
南
面
以
制
覇
坊
喝
刻
阿
闇
l
剰
/
自
鮎
御
本
書
寓
之

畢
　
岡
本
以
移
鮎
了
一
校
了
　
　
　
　
　
猷
乗
記
之

仁
平
三
年
二
一
五
三
)
正
月
廿
八
日
以
他
本
移
鮎
了
法
替
本
認
藍
㌶

/
此
経
ハ
有
南
巻
故
従
弁
大
僧
都
御
房
給
之
也
/
所
持
俊
乗
記
之

(
コ
ノ
奥
書
ノ
下
こ
擦
消
「
仁
平
三
年
正
月
廿
七
日
従
大
僧
都
御

房
給
之
」
　
ァ
リ
)

(
擦
消
)

校
勘
畢
鮎
井
文
字
等
/
奉
讃
　
　
　
　
　
　
　
「
侍
得
俊
乗
□
」
」

そ
も
そ
も
墨
点
は
、
長
治
元
年
に
猷
乗
が
、
左
京
育
蓮
院
に
お
い
て
、
龍
雲
房

慶
酢
の
自
鮎
本
を
以
て
書
写
移
点
し
た
も
の
が
祖
本
で
、
訓
点
の
年
代
が
必
ず

し
も
明
確
で
な
い
が
、
寺
門
派
の
慶
酢
も
、
第
一
群
点
を
使
用
し
て
い
た
可
能

性
が
非
常
に
高
く
、
興
味
を
誘
う
。
こ
の
系
統
の
本
を
以
て
、
仁
平
三
年
に
伝

授
を
受
け
て
い
る
。
更
に
、
仁
平
三
年
の
伝
授
の
際
に
、
天
台
宗
寺
門
派
、
鳥

羽
僧
正
法
輪
院
覚
猷
の
本
な
ど
、
合
わ
せ
て
三
本
を
基
に
、
移
点
し
た
も
の
の

様
に
読
み
取
れ
よ
う
。
即
ち
、
墨
点
の
系
統
は
、
訓
点
が
重
合
し
て
い
る
の
で

は
無
い
か
と
認
め
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
寺
門
派
の
僧
間
に
伝
え

ら
れ
た
朱
点
の
系
統
と
、
寺
門
派
慶
絆
の
自
鮎
本
、
寺
門
派
覚
猷
の
本
、
更
に
、
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別
の
本
か
ら
移
点
し
た
墨
点
の
系
統
が
存
す
る
事
と
な
る
。
墨
点
は
、
基
調
が

第
一
群
点
で
あ
る
か
ら
山
門
派
比
叡
山
関
係
の
訓
点
を
基
底
と
し
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、
校
合
、
異
読
の
加
点
に
、
寺
門
派
系
統
の
資
料
が
関
与
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
墨
点
に
お
け
る
「
△
」
声
点
の
出
現
に
は
、
種
々

の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、
慶
酢
の
訓
点
に
既
に
存
在
し
た
と
見
る

見
方
で
あ
ろ
う
。
別
の
解
釈
は
、
覚
猷
の
資
料
に
あ
っ
た
も
の
を
校
合
し
て
書

き
足
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
「
又
別
二
本
」
と
あ
る
資
料
か
ら
の
影
響
か
も
知

れ
な
い
等
々
の
解
釈
が
成
り
立
と
う
。
第
一
群
点
資
料
に
孤
例
と
し
て
現
れ
る

「
△
」
は
、
必
ず
し
も
山
門
派
関
係
で
あ
る
と
は
断
ぜ
ら
れ
な
い
し
、
む
し
ろ
、

(
6
)

寺
門
派
僧
の
影
が
強
い
よ
う
に
見
て
取
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
承
徳
三
年
(
一
〇
九
九
)
点
本
(
重
文
一
部
第
5
7
号
)
[
資

料
2
]
に
は
、
以
下
の
奥
書
が
存
す
る
。

(
奥
書
)
承
徳
三
年
五
月
廿
四
日

奉
従
　
伽
耶
坊
己
講
奉

受
畢

裏
表
紙
に
は
「
園
城
寺
求
法
/
沙
門
/
香
仙
坊
」
と
あ
る
。
「
伽
耶
坊
」
と
は
、

俊
円
の
謂
い
ら
し
く
、
「
園
城
寺
」
と
あ
る
裏
表
紙
の
書
入
か
ら
も
、
寺
門
派

の
内
、
三
井
寺
(
園
城
寺
)
関
係
の
資
料
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
本
資
料
に

は
、
朱
点
の
西
基
点
と
墨
点
の
仮
名
点
が
認
め
ら
れ
る
が
、
共
に
、
承
徳
三
年

頃
の
加
点
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
墨
点
に
は
、
声
点
が
認
め
ら
れ
ず
、
朱
点

に
声
点
の
加
点
が
存
す
る
。
漢
文
本
文
に
は
、

6
、
是
(
の
)
大
火
に
焚
嘩
近
}
せ
被
る
癖
∪
(
平
}
砂
○
(
平
)
セ
ラ
る
る
こ
と

[
ィ
、
疲
キ
楚
ム
コ
ト
]
遍
く
支
髄
〈
近
)
に
入
(
り
)
　
て
　
(
高
山
寺
蔵

ヒ
ー
ラ
　
イ
タ

不
動
儀
軌
承
徳
三
年
朱
点
)

7
、
一
切
衆
生
の
若
干
種
の
心
等
(
近
)
を
呑
嘲
ム
(
平
濁
〉
し
て
(
高
山
寺
蔵
不
動

儀
軌
承
徳
三
年
朱
点
)

と
あ
っ
て
、
清
音
「
O
」
、
濁
音
「
△
」
が
現
れ
る
。
陀
羅
尼
で
は
、

8
、
嘲
毒
婆
去
票
.
野
上
)
.
畢
上
)
、
l
識
毒
-
識
毒
.
野
上
)
望

ヤ

ー
郷
毒
引
,
里
至
,
曳
王
}
[
ィ
、
洩
]
、
(
高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
承
徳

三
年
朱
点
)

9
、
庭
草
讐
[
ィ
・
圃
〈
平
〉
]
l
駄
毒
引
妬
.
至
、
(
高
山
寺
蔵
不
動

儀
軌
承
徳
三
年
朱
点
)

な
ど
の
加
点
が
あ
り
、
基
本
的
に
は
、
清
濁
を
「
●
」
　
「
こ
　
で
加
点
す
る
が
、

例
外
的
に
、
声
点
「
O
」
　
の
清
点
、
「
△
」
　
の
濁
点
が
現
れ
る
。

高
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
康
和
五
年
(
一
一
〇
三
)
点

本
(
第
一
一
五
函
第
3
1
号
)
[
資
料
3
]
に
は
、
康
和
五
年
加
点
と
認
め
ら
れ

る
朱
点
(
西
基
点
)
と
、
天
治
元
年
(
二
二
四
)
と
考
え
ら
れ
る
墨
点
(
仮

名
点
)
　
の
加
点
が
存
す
る
。
奥
書
は
、

(
奥
書
)
菜
!
「
康
和
五
-
四
月
十
六
日
奉
随
眞
如
院
律
師
御
房
受
学
了
一
日
(
以

下
破
損
)
」

一
校
了

奉
従
眞
如
房
{
別
畿
)
「
成
厳
、

天
治
元
年
七
月
廿
六
日
奉
讃
了

同
受
囲
遼
」

と
あ
る
。
「
眞
如
院
」
は
、
公
円
の
謂
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
成
厳
」
　
は
、
未
勘
で
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あ
る
が
、
「
囲
置
」
は
、
実
相
房
頼
豪
の
資
に
見
え
る
僧
で
あ
ろ
う
。
こ
の
資

料
に
は
、
朱
点
、
墨
点
と
も
に
、
「
△
」
声
点
が
認
め
ら
れ
る
。
朱
点
に
は
、
漢

文
本
文
に

0
ヽl

卿
(
平
)
、
浮
、
□
縛
(
音
)
、
癖
毒
、
入
、
閏
、
普
賢
印
し
、
(
高
山
寺

蔵
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
康
和
五
年
点
)

と
あ
っ
て
、
声
点
「
O
L
「
△
」
が
認
め
ら
れ
る
。
陀
羅
尼
に
は
、

日
、
智
.
但
…
頂
上
雲
尋
暗
、
(
高
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成

就
極
深
密
門
康
和
五
年
点
)

と
あ
っ
て
、
清
音
「
●
」
濁
音
「
P
　
の
加
点
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

ほ
、
簿
上
了
嘲
毒
口
口
.
羅
[
ィ
・
頑
去
)
]
、
.
聖
〉
[
ィ
、
○
圃
上
〉
]

サ

●

.
羅
(
上
)
、
(
高
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
康
和
五

年
点
)

な
ど
、
異
説
の
並
記
に
は
、
「
O
」
が
出
現
す
る
。

一
方
、
高
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
門
天
治
元
年
基
点
に
も
、

漢
文
本
文
に
、

l
叩
、
車
重
○
轡
上
)
　
(
し
て
)
日
輪
(
に
)
虞
(
せ
よ
;
尚
山
寺
蔵
金
剛

頂
瑜
伽
降
三
世
極
深
蜜
門
天
治
五
年
点
)

と
あ
っ
て
、
清
音
「
O
」
濁
音
「
△
」
　
の
声
点
の
加
点
が
確
認
さ
れ
る
。
陀
羅
尼

に
は
、
墨
声
点
は
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。

石
山
寺
校
倉
蔵
金
剛
頂
蓮
華
都
心
念
諦
儀
軌
天
永
三
年
(
二
一
二
)
点
(
校

倉
第
十
五
函
第
1
号
)
　
[
資
料
4
]
に
は
、
天
永
三
年
加
点
と
思
し
き
朱
点
(
西

基
点
)
と
墨
点
(
仮
名
)
と
の
加
点
が
存
す
る
。
以
下
の
奥
書
が
存
す
る
(
抄

出
)
。
本
奥
書
は
、

(
奥
書
)
　
(
朱
書
}
　
「
鮎
本
云
此
瑜
伽
者
萬
壽
三
年
(
一
〇
二
六
)
五
月
廿
七
日
烏
首

於
唐
/
院
法
橋
大
阿
闇
梨
座
下
裏
受
両
賞
初
讃
本
/
其
狼
籍
彷
新

抄
常
備
遺
志
耳
　
　
　
頼
尊
記

寛
徳
二
年
(
一
〇
四
五
)
九
月
廿
三
日
鮎
己
　
　
此
日
五
吏
初
記

〔
×
共
]

[
d
e
く
a
F
昔
]
三
年
十
一
日
　
目
殿
本
封
勘
注
戎
本
是
/

頼
尊
　
記
云
〝
」

鮎
本
云
墨
者
敬
一
阿
闇
梨
授
尊
敬
様
也
件
阿
闇
梨
授
良
勇
和
尚

耳
/
　
　
　
頼
尊
記
云
〝

と
あ
っ
て
、
祖
本
の
素
性
が
知
れ
る
。
一
つ
の
系
統
は
、
披
雲
房
頼
尊
が
万
寿

三
年
に
唐
院
法
橋
大
阿
闇
梨
(
行
円
カ
)
　
か
ら
伝
授
を
受
け
た
も
の
で
、
同
じ

く
頼
尊
が
、
寛
徳
二
年
に
加
点
し
た
資
料
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ
は
、
墨
点
の
加

点
で
、
同
じ
く
頼
尊
が
、
敬
一
-
良
勇
と
伝
え
ら
れ
た
訓
読
に
発
す
る
も
の
に

つ
い
て
、
朱
点
に
対
す
る
異
同
箇
所
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
写
奥
書
は
、

天
永
三
年
の
尊
観
の
奥
書
が
あ
っ
て
、
右
の
頼
尊
の
本
を
基
に
書
写
加
点
し
て

い
る
。
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
長
治
三
年
(
一
一
〇
六
)
　
に
常
住
院
(
信
慶
か
)

よ
り
伝
授
を
受
け
て
お
り
、
常
住
院
は
、
天
書
二
年
(
一
〇
五
四
)
　
に
、
右
の

頼
尊
よ
り
伝
授
を
受
け
て
い
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
訓
点
は
、
朱
点
が

全
巻
に
亙
っ
て
存
し
て
、
墨
点
の
加
点
箇
所
は
多
く
は
な
い
。
朱
点
に
お
け
る

漢
文
本
文
の
声
点
の
加
点
状
況
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

と

1
4
、
遍
く
満
(
す
)
る
こ
と
[
ィ
、
適
満
(
し
)
て
]
　
A
痢
(
孟
廟
の
如
し
。
(
石

山
寺
校
倉
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
天
永
三
年
朱
点
)

堕
菩
提
大
慾
い
瀾
壬
}
し
て
(
石
山
寺
校
倉
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀

軌
天
永
三
年
朱
点
)
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右
の
よ
う
に
、
清
音
「
O
」
、
濁
音
「
△
」
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
陀
羅
尼
は
、

6
ヽl

「
●
」
　
「
㌘

7
ヽl

8
ヽl

圃
〈
平
)
,
詞
壬
海
上
濁
)
.
哩
去
〉
海
上
雲
(
石
山
寺
校
倉
蔵
金
剛
頂
蓮

華
部
心
念
諦
儀
軌
天
永
三
年
朱
点
)

が
基
本
で
あ
る
が
、
異
説
を
並
記
す
る
場
合
、

.
喝
去
)
海
上
濁
)
[
ィ
、
欄
△
毒
]
引
渡
㌦
華
遅
(
平
)
相
、
(
石
山

寺
校
倉
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
天
永
三
年
朱
点
)

キ

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

素
・
(
平
}
紳
唖
毒
[
ィ
、
。
嘲
妄
}
]
蕩
●
(
平
)
[
ィ
、
。
圃
上
〉
]
引

潮
毒
納
税
(
石
山
寺
校
倉
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
天
永
三

年
朱
点
)

の
如
く
「
O
L
「
△
」
が
出
現
す
る
。

墨
点
で
は
、
陀
羅
尼
に
声
点
「
●
」
　
の
み
が
現
れ
る
の
が
基
本
で
、
一
例
だ

け
「
…
」
を
使
用
し
た
例
外
が
存
す
る
。

東
寺
観
智
院
蔵
聖
閣
蔓
徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
諦
法
永
久
二
年

(
二
一
四
)
点
(
第
三
〇
函
第
9
8
号
)
[
資
料
5
]
に
は
、
朱
の
西
基
点
と
墨

の
仮
名
点
の
加
点
が
存
す
る
。
奥
書
に
は
、

(
奥
書
)
　
菜
!
　
「
鮎
本
云
鮎
本
云
承
暦
四
-
二
〇
八
〇
)
ニ
ー
廿
七
日
一
校
了

校
本
奥
口
/
長
保
五
年
(
一
〇
〇
三
)
三
-
十
三
日
於
三
井
寺
唐

房
於
大
阿
闇
梨
座
下
/
菓
受
己
了
云
々

寛
治
四
-
(
一
〇
九
〇
)
八
月
廿
四
日
於
西
蓮
御
足
下
奉
受
了
」

永
久
ニ
ー
十
月
五
日
以
己
講
御
房
御
本
書
之

同
年
同
-
十
一
十
二
両
日
間
奉
随
己
講
御
房
事
/
受
之
了
同
聞
宗

愛
供
奉

と
あ
る
資
料
で
、
以
下
の
一
連
の
永
久
二
年
加
点
の
西
墓
点
資
料
と
同
様
な
成

立
事
情
を
持
つ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
祖
本
は
、
三
井
寺
に
お
け
る
大
阿
闇
梨

慶
詐
よ
り
の
伝
授
を
受
け
た
資
料
で
、
寛
治
四
年
に
西
蓮
房
(
快
音
)
か
ら
、

伝
授
を
受
け
た
と
い
う
素
性
の
本
を
基
に
、
永
久
二
年
に
己
講
御
房
本
を
書
写

し
て
、
伝
授
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
朱
点
の
声
点
は
、
漢
文
本
文
に
お
い
て
、

1
9
、
其
の
新
劇
{
平
了
大
に
し
て
天
童
由
旬
な
り
。
(
東
寺
観
智
院
蔵
聖
閣

皇
徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
論
法
永
久
二
年
朱
点
)

陀
羅
尼
で
は
、

輿
卑
)
.
哺
王
〉
登
濁
)
.
警
}
.
南
王
に
合
、
(
東
寺
観
智
院
蔵
聖
閣
臭

徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
論
法
永
久
二
年
朱
点
)

と
あ
っ
て
、
「
●
」
　
「
榊
」
　
の
加
点
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

墾
腎
學
去
〉
[
ィ
、
鞠
上
}
]
聖
叱
・
毒
婆
.
至
.
學
去
)
[
ィ
・
鞠
上
〉
]
紅

咤
・
書
)
、
(
東
寺
観
智
院
蔵
聖
閣
受
徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念

諦
法
永
久
二
年
朱
点
)

等
の
如
く
、
朱
点
で
異
説
を
加
点
す
る
場
合
、
声
点
「
O
」
が
出
現
す
る
。

墨
点
に
お
け
る
漢
文
本
文
へ
の
加
点
で
は
、

輿
任
し
岡
王
濁
〉
態
l
叩
(
上
未
(
を
)
取
(
り
て
)
(
東
寺
観
智
院
蔵
聖
閣
皇
徳

●

迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
論
法
永
久
二
年
墨
点
)

の
如
く
、
梵
語
の
漢
音
訳
に
は
、
「
●
」
「
P
が
現
れ
る
。
純
粋
の
漢
文
部
分
で

ま
、

▲
r
U
▼
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3
ヽ

2
4
ヽ

2

聖
閣
皇
徳
迦
威
怒
王
立
△
劇
毒
大
神
嘲
△
(
平
叫
}
念
論
法
(
東
寺
観
智
院

蔵
聖
閣
蔓
徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
諦
法
永
久
二
年
墨
点
)

鵬
○
(
平
)
輿
平
鶉
}
　
(
し
て
二
束
寺
観
智
院
蔵
聖
閣
受
徳
迦
威
怒
王
立

成
大
神
験
念
論
法
永
久
二
年
墨
点
)



輿
○
抄
へ
上
)
の
。
嗜
妄
言
喝
(
上
溝
〉
○
羅
(
上
)
と
を
(
東
寺
観
智
院
蔵
聖
閣
受
徳
迦

○

威
怒
王
立
成
大
神
験
念
諦
法
永
久
二
年
朱
点
)

と
あ
っ
て
、
清
音
声
点
「
O
」
と
濁
音
声
点
「
△
」
の
出
現
が
認
め
ら
れ
、
例
2
5

の
よ
う
に
梵
音
の
漢
字
音
訳
に
は
、
「
∞
」
　
の
出
現
も
認
め
ら
れ
る
。
陀
羅
尼
部

分
で
は
、

6
ヽ

2

菜
書
)
「
噂
、
卑
∴
嘲
〈
上
)
賓
濁
〉
鵬
多
(
上
濁
〉
、
好
毒
.
野
(
上
)
、
」
(
東

寺
観
智
院
蔵
聖
閣
受
徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
諦
法
永
久
二
年

墨
点
、
本
文
は
朱
書
で
、
「
山
王
院
/
本
元
/
此
等
字
」
　
の
注
記

が
あ
る
)

と
あ
っ
て
、
「
●
」
　
「
…
」
　
の
出
現
が
認
め
ら
れ
る
が
、
朱
点
の
声
点
に
対
す
る
異

説
と
し
て
記
入
す
る
際
は
、

L
「

2
7
、
倍
咽
、
醐
△
車
清
)
　
[
朱
点
は
平
「
●
」
]
蓉
咤
(
東
寺
観
智
院
蔵
聖
闇

受
徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
論
法
永
久
二
年
朱
点
)

の
よ
う
に
、
「
△
」
が
出
現
す
る
場
合
が
あ
る
。

東
寺
観
智
院
戒
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念
諦
成
就
儀
軌
永
久
二
年

(
一
一
一
四
)
点
(
第
一
三
一
函
第
9
号
)
　
[
資
料
6
]
に
は
、
い
ず
れ
も
永
久

二
年
頃
と
思
し
き
三
種
の
訓
点
が
あ
る
。
朱
点
、
墨
点
、
茶
点
と
も
に
、
西
基

点
を
用
い
て
い
る
。
奥
書
に
は
、

(
奥
書
)
　
(
朱
書
)
　
「
鮎
本
云
鮎
本
云
康
平
四
-
二
〇
六
一
)
四
-
八
日
奉
讃
之

了
/
以
平
等
院
本
一
交
了
校
本
、
長
保
五
年
(
一
〇
〇
三
)
六
月

/
十
六
日
於
三
井
寺
小
堂
房
随
大
阿
闇
梨
鮎
了
」

【
×
金
則
]
　
　
(
右
併
補
入
)

本
尊
掲
麿
　
印
　
本
尊
三
昧
印
金
剛
β
母
歴
莫
鶏
印
一
㍉

永
久
ニ
ー
二
一
一
四
)
十
月
六
日
請
越
前
己
講
御
房
本
/
書
之

了
同
-

同
-
廿
日
ヨ
リ
廿
六
日
マ
テ
六
日
間
奉
受
之
了

書
本
、
寛
治
四
-
(
一
〇
九
〇
)
九
月
廿
一
日
書
了
廿
九
日
移
鮎

之
/
十
月
廿
五
日
於
西
蓮
房
御
足
下
奉
讃
之
了

と
あ
る
。
こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
永
久
二
年
十
月
六
日
に
越
前
己
講
(
慶
祐
)

の
本
に
基
づ
い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
本
に
あ
っ
た
訓
点
に
は
、
少
な

く
と
も
三
系
統
が
存
し
た
ら
し
い
。
一
つ
は
、
康
平
四
年
四
月
八
日
に
伝
授
の

あ
っ
た
系
統
の
も
の
で
、
こ
の
訓
点
に
対
し
て
、
平
等
院
(
永
円
)
　
の
所
持
本

で
対
校
し
て
い
る
。
平
等
院
所
持
の
校
本
は
、
長
保
五
年
六
月
十
六
日
に
三
井

寺
小
堂
房
に
お
い
て
大
阿
闇
梨
(
慶
詐
)
　
に
従
っ
て
点
じ
た
訓
点
を
伝
え
た
も

の
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ
の
系
統
は
、
寛
治
四
年
九
月
二
十
一
日
に
点
じ
た
本
で
、

同
二
十
五
日
に
西
連
房
(
快
馨
)
　
に
従
っ
て
伝
授
を
受
け
た
系
統
の
も
の
で
あ

る
。
次
掲
の
同
体
裁
の
資
料
で
も
、
訓
点
の
系
統
が
推
定
さ
れ
る
が
、
朱
点
は
、

康
平
四
年
の
訓
点
を
伝
え
た
も
の
。
茶
点
は
、
長
保
五
年
の
慶
酢
の
訓
点
を
伝

え
た
も
の
で
、
訓
読
法
の
異
同
箇
所
を
記
し
た
も
の
。
墨
点
は
、
寛
治
四
年
の

訓
点
を
伝
え
た
も
の
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
朱
点
は
、
漢
文
本
文
に
お
い
て
、

墾
違
-
犯
の
虚
(
去
「
各
を
除
き
(
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念
諦
成
就
儀

軌
永
久
二
年
朱
点
)

2
9
。
野
去
「
桐
0
(
平
濁
〉
周
環
せ
り
。
(
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念
諦
成
就
儀

・
U

軌
永
久
二
年
朱
点
)

と
あ
っ
て
、
清
音
「
O
」
濁
音
「
∞
」
で
現
れ
る
。
た
だ
し
、
圏
点
双
点
「
∞
」
は
、

右
に
掲
げ
た
一
例
で
孤
例
で
あ
る
。
陀
羅
尼
は
、

3
輿
喝
画
上
)
.
囁
互
.
但
(
上
}
他
.
(
平
)
鞠
毒
多
.
(
平
}
、
(
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
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供
養
念
諦
成
就
儀
軌
永
久
二
年
朱
点
)

の
如
く
あ
っ
て
、
「
●
」
「
㌘
と
加
点
さ
れ
る
。

墨
点
は
、
漢
文
本
文
に
お
い
て
、

里
廟
○
華
)
倦
○
(
平
癌
0
(
平
個
。
(
入
濁
}
無
(
く
)
(
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念

諦
成
就
儀
軌
永
久
二
年
墨
点
)

と
あ
っ
て
、
「
O
L
「
△
」
で
、
清
濁
の
声
点
の
加
点
が
存
す
る
。
陀
羅
尼
に
お
い

て
は
、
墨
点
の
声
点
加
点
例
が
な
い
。

茶
点
に
も
、
声
点
の
加
点
例
が
確
認
さ
れ
、
漢
文
本
文
で
、

輿
三
味
耶
(
を
)
剖
△
軍
濁
)
剣
U
〈
平
)
　
(
す
〓
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念

諦
成
就
儀
軌
永
久
二
年
茶
点
)

と
あ
っ
て
、
右
同
様
「
O
L
「
△
」
が
現
れ
る
。
陀
羅
尼
の
加
点
例
に
も
拾
え
て
、

軍
、
詑
横
。
合
晴
阿
励
{
平
準
捨
親
(
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念
諦
成
就
儀

、
、
、

軌
永
久
二
年
茶
点
)

と
し
た
一
例
も
あ
る
が
、
多
く
は
、

輿
噂
勘
鮎
㌻
囁
麺
雛
㌢
囁
臣
平
】
　
(
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念

諦
成
就
儀
軌
永
久
二
年
茶
点
)

の
如
く
「
●
」
「
榊
」
と
現
れ
る
。
右
の
三
種
の
訓
点
は
、
朱
点
が
主
体
で
、
そ

れ
に
対
し
て
、
基
点
と
茶
点
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
訓
読
の
異
同
を
添
え

た
も
の
は
非
常
に
少
な
く
、
朱
点
の
不
足
を
補
う
例
が
極
め
て
多
い
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
に
所
蔵
の
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
永
久
二

年
(
二
一
四
)
点
(
第
三
〇
函
第
1
2
号
)
　
[
資
料
7
]
に
は
、
三
種
の
訓
点

が
存
す
る
。
い
ず
れ
も
永
久
頃
と
推
定
さ
れ
る
訓
点
で
、
朱
の
西
墓
点
、
墨
の

仮
名
点
と
茶
色
の
西
基
点
の
加
点
が
あ
っ
て
、
右
の
資
料
と
同
様
で
あ
る
。
奥

書
に
は
、

(
茶
)
「
此
後
配
以
此
色
了
紀
之
」

(
奥
書
)
鮎
本
云
粘
本
云
御
本
云
長
保
六
年
二
〇
〇
四
)
　
二
月
十
五
日
辰
時

(
?
)

奉
随
/
大
阿
闇
梨
承
鮎
了
千
時
於
三
井
寺
時
永
堂
記
之
僧
正
御
足

□
寛
治
四
-
(
一
〇
九
〇
)
七
月
廿
七
日
以
貧
相
房
御
本
一
交
了
　
□

□

寛
治
四
-
八
-
廿
八
-
於
西
蓮
房
御
足
下
奉
受
了

永
久
二
-
(
一
一
一
四
)
十
月
七
日
以
己
講
御
房
御
本
書
之

同
年
同
月
十
日
伽
越
前
己
講
御
房
御
足
下
奉
受
了
/
同
受
賢
首
房

と
あ
る
。
右
の
奥
書
か
ら
、
茶
色
の
訓
点
が
、
慶
酢
の
訓
点
で
あ
る
こ
と
が
判

る
。
東
寺
観
智
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
永
久
二
年
の
茶
色
の
西
基
点
加
点
の
あ

る
資
料
に
お
い
て
は
、
こ
の
茶
色
の
訓
点
の
出
自
が
、
慶
酢
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
よ
う
。
本
資
料
の
茶
色
の
訓
点
は
、
朱
点
、
基
点
に
対
し
て
異
読
を
示
し
た

如
く
で
、
加
点
箇
所
自
体
が
多
く
は
な
く
、
漢
文
本
文
に
も
、
陀
羅
尼
部
分
に

も
声
点
「
△
」
　
の
加
点
例
は
な
い
。
た
だ
し
、

輿
咄
○
(
平
}
○
迦
〈
上
げ
羅
王
}
　
(
の
)
身
(
を
)
現
(
し
て
)
(
金
剛
頂
瑜
伽

降
三
世
成
就
極
深
密
門
永
久
二
年
茶
色
点
)
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輿
彼
(
の
)

妄
〉
慢
者
大
自
在
欲
主
(
を
)
擴
(
し
て
)
(
金

剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
永
久
二
年
茶
色
点
)

の
如
く
、
声
点
「
O
」
、
ま
た
、
右
傍
の
仮
名
に
双
点
を
付
し
て
、
濁
音
を
示
し

た
例
が
あ
る
。
前
に
掲
げ
た
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念
諦
成
就
儀
軌
永
久
二
年

茶
点
に
は
、
声
点
「
△
」
が
現
れ
る
の
で
、
慶
酢
の
訓
点
も
、
「
△
」
を
使
っ
て



い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

朱
点
の
西
基
点
に
お
け
る
声
点
は
、
漢
文
本
文
に
、

冥
嘲
。
(
入
)
進
○
〈
平
)
。
試
妄
}
鴻
○
(
平
〉
膿
○
(
平
痢
○
華
)
、
大
鹿
智
不
空
二
歳
(
金

剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
永
久
二
年
朱
点
)

輿
圃
(
平
)
浮
〈
平
〉
合
。
{
入
〉
噂
〈
入
)
。
推
妄
}
入
。
(
入
〉
卵
{
平
)
普
賢
-
印
(
し
〓
金

剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
永
久
二
年
朱
点
)

の
如
き
例
と
、
濁
声
点
と
判
断
さ
れ
る

3
讐
控
平
戸
相
(
導
を
以
て
身
を
成
(
音
)
せ
よ
。
(
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就

極
深
密
門
永
久
二
年
朱
点
)

濁
声
点
「
P
が
現
れ
る
。
陀
羅
尼
部
分
に
は
、

●

興
国
(
平
〉
去
.
葬
(
去
癒
.
(
平
〉
感
毒
(
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密

門
永
久
二
年
朱
点
)

の
如
く
で
、
「
●
」
と
「
P
と
が
出
現
す
る
。

基
点
の
漢
文
本
文
に
お
け
る
声
点
は
、

里
心
(
を
)
　
∩
痢
妄
}
　
(
し
て
)
(
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
永
久

二
年
墨
点
)

の
如
く
、
声
点
「
O
」
と
共
に
、
以
下
の
例
が
現
れ
る
。

異
種
瑚
△
軍
事
)
合
。
(
人
草
縛
。
(
入
濁
〉
。
嘩
毒
入
関
普
賢
印
シ
(
金
剛
頂
瑜
伽

降
三
世
成
就
極
深
密
門
永
久
二
年
墨
点
)

右
は
、
朱
点
の
例
で
掲
げ
た
、
例
3
8
と
同
一
の
箇
所
で
あ
る
が
、
濁
声
点
「
△
」

が
現
れ
る
。
陀
羅
尼
部
分
で
は
、

聖
廟
喜
歴
○
羅
(
上
〉
洵
至
.
嗜
…
虹
駄
(
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深

密
門
永
久
二
年
墨
点
)

彗
噂
海
上
濁
)
旦
上
濁
)
,
羅
王
〉
紅
、
(
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密

門
永
久
二
年
墨
点
)

の
如
く
あ
っ
て
、
「
●
」
「
㌘
と
共
に
、
「
O
」
　
の
出
現
も
認
め
ら
れ
る
。
例
外
的

に
現
れ
る
「
O
」
　
は
、
先
行
の
朱
点
に
対
す
る
異
説
を
記
す
場
合
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。

東
寺
観
智
院
蔵
大
吉
祥
天
女
十
二
名
号
経
仁
平
二
年
(
一
一
五
二
)
点
(
第

一
三
一
函
第
3
3
号
)
[
資
料
8
]
は
、
墨
付
き
二
丁
半
ほ
ど
の
言
語
量
の
小
さ

な
資
料
で
あ
る
が
、
朱
の
西
基
点
、
墨
の
仮
名
点
、
茶
色
の
西
基
点
が
存
す
る
。

先
に
取
り
上
げ
た
、
一
連
の
永
久
二
年
(
一
一
一
四
)
加
点
の
訓
点
資
料
群
が

あ
る
が
、
か
か
る
加
点
状
況
よ
り
、
こ
の
系
列
を
引
く
も
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。
奥
書
に
は
、

(
奥
書
)
仁
平
二
年
二
月
二
-
於
延
壽
坊
腸
/
御
本
書
寓
了
　
　
　
行
暁

即
日
題
井
陀
羅
尼
奉
受
了

と
あ
る
。
「
行
暁
」
は
、
寺
門
伝
記
補
録
に
見
え
て
い
る
僧
で
あ
る
。
声
点
は
、

朱
点
に
お
い
て
は
、

彗
能
く
貧
窮
(
返
)
を
除
(
き
)
て
卦
△
(
平
ア
餞
苧
貴
(
を
)
獲
-
得
せ
む
。

(
東
寺
観
智
院
蔵
大
吉
祥
天
女
十
二
名
号
経
仁
平
二
年
朱
点
)

漢
文
本
文
に
、
右
の
一
例
が
存
す
る
。
墨
点
、
茶
点
は
、
漢
文
本
文
に
は
、
声

点
の
加
点
が
な
い
。
陀
羅
尼
に
は
、
朱
点
で
は
、

彗
酎
掛
麺
上
〉
引
哩
也
紅
、
(
東
寺
観
智
院
蔵
大
吉
祥
天
女
十
二
名
号
経
仁

平
二
年
朱
点
)

の
如
く
、
単
点
「
●
」
　
の
加
点
例
の
み
が
加
点
さ
れ
て
い
る
が
、
濁
音
字
だ
と

推
測
さ
れ
る
字
に
対
す
る
加
点
が
確
認
で
き
な
い
。
墨
点
に
も
、
陀
羅
尼
の
加
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点
例
が
あ
っ
て
、●

甲
、
婆
引
頑
毒
鞠
上
)
三
、
(
東
寺
観
智
院
蔵
大
吉
祥
天
女
十
二
名
号
経

仁
平
二
年
基
点
)

声
点
に
、
「
●
」
「
P
が
出
現
す
る
。
茶
点
に
は
、
陀
羅
尼
の
声
点
加
点
例
が
拾

え
な
い
。
唐
招
提
寺
蔵
大
枇
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
承
安
四
年
(
一
一
七
四
)
点
本

(
細
字
、
巻
第
一
～
巻
第
四
、
一
巻
)
　
[
資
料
9
]
　
に
は
、
全
巻
に
亙
る
承
安
四

年
の
墨
の
西
基
点
と
、
巻
頭
よ
り
四
十
六
行
ほ
ど
に
加
点
さ
れ
た
院
政
期
の
朱

の
西
基
点
が
存
す
る
。
朱
点
に
は
、

8
ヽ

4
9
ヽ

4

勝
華
平
澤
執
金
剛
、
(
唐
招
提
寺
蔵
大
枇
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経

院
政
期
朱
点
)

癖
妄
「
倦
0
(
平
}
を
畢
平
濁
)
セ
不
。
(
唐
招
提
寺
蔵
大
枇
慮
遮
那
成
仏
神

変
加
持
経
院
政
期
朱
点
)

等
と
あ
る
。
言
語
童
が
少
な
い
が
、
「
O
L
 
r
P
の
出
現
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

「
△
」
は
、
存
し
な
い
。

墨
点
に
対
応
す
る
と
思
し
き
奥
書
は
、

(
奥
書
)
承
安
四
年
甲
午
始
八
月
十
一
日
終
千
十
五
合
五
ケ
日
之
間
於
慶
讐
房

阿
闇
梨
座
下
/
奉
讃
了

(
?
)

沙
門
慶
萱
/
同
受
膵

具
緑
本
末
借
受

と
あ
る
。
「
慶
隻
房
阿
闇
梨
」
も
「
慶
喜
」
も
未
勘
で
、
本
資
料
の
加
点
事
情
、

伝
来
等
が
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
′
の
墨
点
に
は
、

輿
勝
瑚
U
{
平
威
金
剛
、
(
唐
招
提
寺
蔵
大
枇
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
墨

点
)

輿
走
れ
第
三
ノ
唾
去
}
種
な
り
。
(
唐
招
提
寺
蔵
大
枇
慮
遮
那
成
仏
神
変
加

持
経
墨
点
)

と
あ
る
声
点
「
O
」
が
認
め
ら
れ
る
。
濁
音
の
声
点
に
は
、
寺
門
派
資
料
に
見

か
け
ら
れ
る
、

輿
虞
大
ノ
心
こ
利
益
勝
上
大
△
軋
毒
-
句
、
(
唐
招
提
寺
蔵
大
枇
慮
遮

那
成
仏
神
変
加
持
経
墨
点
)

の
如
く
の
例
が
存
し
て
、
「
△
」
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
漢
文
本
文
に
対
し
て
、

輿
思
惟
深
く
し
て
復
、
邸
毒
顆
毒
ナ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
(
唐
招
提
寺
蔵

大
枇
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
墨
点
)

と
し
た
、
濁
声
点
「
…
」
が
出
現
す
る
。
声
点
体
系
の
重
合
で
あ
る
と
認
め
な

く
て
は
な
る
ま
い
。
漢
文
本
文
中
の
梵
語
音
訳
部
に
は
、

輿
摩
詞
痺
去
〉
尼
、
阿
壇
上
濁
)
戚
毒
.
婆
{
上
空
(
唐
招
提
寺
蔵
大
枇

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
墨
点
)

と
あ
っ
て
、
「
●
」
　
「
P
が
出
現
す
る
。

一
方
、
陀
羅
尼
に
は
、
基
本
的
に
、
声
点
の
加
点
、
仮
名
点
の
加
点
は
存
し

な
い
が
、
左
の
如
き
例
も
、
例
外
的
に
存
す
る
。

輿
鞠
嘉
〉
頑
去
}
海
上
了
那
(
上
}
四
、
(
唐
招
提
寺
蔵
大
枇
慮
遮
那
成
仏

神
変
加
持
経
墨
点
)

東
寺
観
智
院
蔵
の
枇
沙
門
別
行
儀
軌
寿
永
元
年
(
一
一
八
二
)
　
点
(
第

三
二
函
第
4
1
号
)
[
資
料
1
0
]
に
は
、
本
奥
書
の
記
載
の
後
、
以
下
の
書
写

加
点
奥
書
が
存
す
る
。

[
×
龍
〕

(
奥
書
)
壽
永
元
年
八
月
十
三
日
以
溜
龍
房
御
本
書
之
了

交
鮎
了
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同
月
廿
六
日
奉
受
了

こ
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
こ
の
資
料
は
、
院
政
期
末
に
書
写
加
点
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
訓
点
に
は
朱
墨
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
寿
永
頃
の
加
点
と
見
て
良
か

ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
訓
点
に
は
、

墾
眼
{
酬
}
の
滞

I
U
垣
を
護
(
す
)
る
か
如
く
(
枇
沙
門
別
行
儀
軌
寿
永
元

年
朱
点
)

シ
肘
匝

眼
(
の
)
精
0
(
平
}
(
を
)
護
(
す
る
か
)
如
ク
(
枇
沙
門
別
行
儀
軌

寿
永
元
年
墨
点
)

等
と
有
っ
て
、
朱
点
墨
点
共
に
「
O
」
声
点
を
用
い
る
。
朱
点
に
は
、

サ
イ
墾
薬
叉
。
喝
去
濁
画
婆
等
(
近
)
を
領
し
て
悪
人
(
近
)
を
。
推
嘉
癖
す
る
こ
と
(
枇

沙
門
別
行
儀
軌
寿
永
元
年
朱
点
)

の
声
点
「
△
」
が
出
現
し
、
墨
点
に
も
、

輿
十
二
△
嘩
壷
(
を
)
用
(
ゐ
よ
〓
枇
沙
門
別
行
儀
軌
寿
永
元
年
墨
点
)

へ
朱
点
は
以
下
の
通
り
)

十
二
△
嘩
上
濁
〉
ヲ
用
ヰ
よ
。
(
枇
沙
門
別
行
儀
軌
寿
永
元
年
朱
点
)

と
あ
っ
て
、
濁
声
点
「
△
」
を
用
い
る
。
陀
羅
尼
に
は
、
朱
点
に
お
い
て
、

5

9
鞠
壷
頂
上
濁
)
壇
上
〉
頂
上
濁
)
旦
嘉
)
,
里
壬
、
(
枇
沙
門
別
行
儀
軌

寿
永
元
年
朱
点
)

の
如
く
「
●
」
「
…
」
で
清
濁
を
表
示
す
る
。

ソ

輿
噂
・
書
)
…
尾
轟
[
墨
鮎
、
周
△
(
平
堕
]
薩
・
至
,
普
(
上
)
宅
,
至
嘱
,
〈
平
)
、
(
枇

沙
門
別
行
儀
軌
寿
永
元
年
朱
点
)

と
あ
っ
て
、
墨
点
の
陀
羅
尼
に
対
し
て
「
△
」
の
使
用
例
が
一
例
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
他
は
、
基
点
に
よ
る
声
点
加
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
如
く
、
枇
沙
門
別
行
儀
軌
寿
永
元
年
点
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
、

朱
墨
点
と
も
に
、
漢
文
本
文
に
は
、
「
O
L
　
「
△
」
　
に
よ
り
、
清
濁
の
区
別
を
し
て

加
点
す
る
。
朱
点
は
、
陀
羅
尼
に
お
い
て
、
「
●
」
「
P
に
よ
っ
て
清
濁
を
区
別

し
て
声
点
を
加
点
す
る
。
墨
点
に
は
、
例
外
的
な
「
△
」
　
の
加
点
が
認
め
ら
れ

る
が
、
陀
羅
尼
に
は
、
基
本
的
に
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。
本
資
料
に
つ
い
て
、

こ
の
よ
う
な
体
系
の
声
点
加
点
が
、
ど
こ
ま
で
遡
り
得
る
の
か
と
言
う
点
に
つ

い
て
は
、
明
確
に
は
定
め
か
ね
る
が
、
本
資
料
に
存
す
る
本
奥
書
に
は
、
保
延

七
年
(
二
四
一
)
　
四
、
五
月
の
も
の
が
存
す
る
。

(
本
奥
書
)
保
延
七
年
四
月
十
九
日
以
慈
意
房
本
書
寓
之
了
/
一
交
了

へ
朱
書
)
「
保
延
七
年
四
月
廿
三
-
以
慈
意
房
本
移
粘
之
了
/
兼
伊
記
之
」

保
延
七
年
四
月
廿
三
日
以
桂
陽
房
御
本
移
鮎
之
/
墨
鮎
也
兼
伊
記
之

保
延
七
年
五
月
七
日
於
白
川
別
所
北
谷
奉
受
/
桂
陽
房
了
同
受
少
将
君

兼
伊
記
之

と
し
た
、
兼
伊
の
一
連
の
奥
書
が
存
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
「
慈
意
房
」
　
の

本
を
基
に
、
書
写
加
点
し
、
さ
ら
に
桂
陽
房
(
猷
乗
)
　
の
本
を
基
に
、
墨
点
を

移
点
し
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
期
の
「
慈
意
房
」
は
未
勘
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

そ
の
基
と
な
っ
た
本
に
は
、
延
久
二
年
(
一
〇
七
〇
)
、
同
三
年
の
本
奥
書
の

登
載
が
あ
る
。

(
本
奥
書
)
延
久
二
年
十
一
月
四
日
奉
従
法
輪
院
阿
闇
梨
御
房
/
件
儀
軌
奉
讃

之
了
　
同
受
弁
公
費
筈
記
之

彼
御
本
云
件
北
方
儀
軌
延
久
三
年
五
月
一
日
/
奉
受
貸
相
房
阿
闇
梨

御
房
了
一
日
内
也
同
受
/
人
々
円
範
阿
闇
梨
　
長
党
、
、
、
覚

任
元
昔
珍
豪
/
発
意
定
円
明
覚
定
党
　
　
費
肇
記
之
/
墨
鮎
件
ノ
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貨
相
房
御
本
也

右
に
よ
れ
ば
、
朱
点
の
素
性
が
今
ひ
と
つ
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
墨
点
は
、
「
貧

相
房
」
と
あ
っ
て
、
頼
豪
の
伝
と
思
し
く
、
ま
た
、
延
久
二
年
十
一
月
に
　
「
法

輪
院
」
即
ち
、
覚
猷
の
伝
授
を
受
け
た
も
の
と
知
れ
る
。
朱
点
は
、
あ
る
い
は
、

覚
猷
の
伝
を
引
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
胎
蔵
儀
軌
(
玄
法
寺
儀
軌
)
文
治
二
年
(
一
一
八
六
)

点
(
第
等
第
3
号
〓
資
料
‖
]
は
、
院
政
最
末
期
の
西
基
点
加
点
資
料
で
、

巻
上
の
奥
書
に
は
、

(
奥
書
)
(
朱
書
)
「
文
治
二
年
卯
月
廿
七
日
午
時
交
鮎
了

五
月
七
八
九
十
日
三
井
平
等
院
流
壽
光
房
。
テ

奉
従
受
了
　
覚
弁
五
十
一
」

と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
墨
書
の
正
治
二
年
二
二
〇
〇
)
　
の
奥
書
が
続
く
。
文
治

二
年
五
月
に
伝
授
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
同
年
四
月
二
十
七
日

に
、
移
点
し
た
本
文
を
用
意
し
た
ら
し
い
。
巻
下
の
奥
書
も
同
様
で
、
文
治
二

年
卯
月
升
目
に
普
甲
寺
(
現
在
の
京
都
府
加
佐
郡
[
現
舞
鶴
市
]
)
　
に
お
い
て

(
現
本
奥
書
ノ
マ
マ
)

本
文
を
書
写
し
、
卯
　
月
十
三
四
五
六
日
(
五
月
ナ
ラ
ム
)
　
に
伝
授
を
受
け

た
と
あ
る
。
巻
上
の
表
紙
左
裾
に
「
三
井
」
　
の
書
人
が
あ
っ
て
、
三
井
寺
関
係

の
伝
で
あ
る
と
知
れ
る
。
平
等
院
流
と
は
、
永
円
の
流
の
謂
い
と
思
し
く
、
か

か
る
資
料
的
性
格
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
文
本
文
に
は
、

即
、
満
分
の
浮
法
身
、
枇
慮
璃
〕
(
平
}
○
那
…
適
○
(
平
)
照
○
(
平
)
智
の
妙
覚
の

光
明
眼
完
)
を
開
ニ
ー
敷
し
て
　
(
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
胎
蔵
儀

軌
文
治
二
年
点
)

輿
。
撃
-
華
濁
)
に
し
て
(
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
胎
蔵
儀
軌
文
治

二
年
点
)

の
如
く
現
れ
て
、
清
濁
を
「
O
L
 
r
P
　
で
区
別
す
る
。
ま
た
、
濁
声
点
に
は
、

「
∞
」
も
現
れ
て
、

○

輿
我
れ
克
明
(
近
)
に
由
(
り
)
て
横
。
{
入
)
剣
。
転
濁
}
一
せ
る
所
の
(
東
京
大

学
国
語
研
究
室
蔵
胎
蔵
儀
軌
文
治
二
年
点
)

例
外
的
で
あ
る
が
、

輿
勤
○
華
!
[
ィ
・
甜
毒
]
-
車
去
}
こ
シ
テ
(
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵

○

胎
蔵
儀
軌
文
治
二
年
点
)

の
如
く
、
漢
文
本
文
に
も
濁
声
点
「
…
」
が
現
れ
る
。
ま
た
、
左
の
「
△
」
は
、

巻
下
に
偏
っ
て
、
用
例
が
確
認
さ
れ
、

ヲ

輿
左
{
削
)
に
。
商
妄
了
喝
上
溝
〉
○
羅
〈
上
)
を
置
ケ
。
(
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵

胎
蔵
儀
軌
文
治
二
年
点
)

捕
、
盆
怒
降
三
世
-
唾
去
濁
〉
伏
大
部
者
に
(
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
胎

蔵
儀
軌
文
治
二
年
)

の
如
く
、
濁
声
点
「
△
」
も
現
れ
て
い
る
。

陀
羅
尼
は
、

6
7
、
時
、
.
醜
(
上
)
.
喘
(
上
)
班
嘉
〉
駄
㌦
}
草
去
翠
地
㌦
)
、
(
東
京
大
学

国
語
研
究
室
蔵
胎
蔵
儀
軌
文
治
二
年
点
)

と
あ
っ
て
、
清
濁
を
声
点
「
●
」
「
榊
」
で
加
点
す
る
。
ま
た
、
用
例
は
少
な
い
が
、

輿
.
部
…
[
ィ
・
卵
至
]
紗
㌦
濁
}
引
.
悉
…
[
ィ
・
悉
㌦
]
欄
輿
(
東
京

ホ

大
学
国
語
研
究
室
蔵
胎
蔵
儀
軌
文
治
二
年
点
)

声
点
「
O
L
「
∞
」
も
現
れ
て
、
漢
文
本
文
、
陀
羅
尼
部
分
と
も
に
、
声
点
は
、

輯
湊
し
て
い
る
。
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三
、
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
「
△
」
声
点
の
発
祥
と
伝
流

右
に
お
い
て
は
、
「
△
」
声
点
が
用
い
ら
れ
て
い
る
奥
書
の
存
す
る
西
基
点
資

料
を
優
先
し
て
、
十
一
資
料
を
取
り
上
げ
た
。
資
料
数
が
十
分
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
が
、
こ
の
十
一
資
料
に
つ
い
て
、
集
約
し
て
み
た
の
が
、
次
の
表
で
あ
る
。

資

料

1 1

朱

点

同

墨

点

資

料

1 0

朱

点

同

朱

点

資

料

9 .

墨

点

同

茶

点

同

墨

点

資

料

8

朱

点

同

茶

点

同

墨

点

資

料

7

朱

点

同

茶

点

同

墨

点

資

料

6

朱

点

同

墨

点

資

料

5

朱

点

同

墨

点

資

料

4

朱

点

同

墨

点

資

料

3

朱

点

資

料

2

朱

点

資

料

1

朱

点

○ ○ ○ 〇

一・・〇

○ な
し
な
し
△

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ な
し
○ ○ ○ ○ ○

漢

文

本

文

一〇

〇〇

●●

△

△ △ △

●●

〈●

! !

△ ●● △ △ 　　(0 0
■ヽ..′l

△

〈●

●●

99

△ △ △ △ △

〈○

く汐

●

●●

6

0 0
_ヽ,′

△

●

●●

な
し
●

●●

な
し
●

●●

● な
し
●

●●

…

●

●●

●

●●

ノー、△
tヽ.′′

な
し
●

●●

●

●●

ノー　、△
■ヽ一′

●

●●

…

●

会

●

●●

　　(

○

△
tヽ.′′

な
し
●

●●

…

●

ttl.1111°

6

△
-ヽ′

●

●●

陀

羅

尼

部

分

文
準

毎

　　(

八
六
_ヽノ'

寿
永
元
年

　　(

△

-ヽ′

寿
永
元
年

　　(

△

■ヽ′′

院
政
期

承
安
四
年

〈

七
四
_ヽ′′

仁
晋

毎

　　(

五

-ヽ′

仁
空

毎

　　(

.一

五

■ヽ.′

仁
平

毎

　　(

五

-ヽ..ノ′

永
冬

毎

　　(

四
_ヽ′′

永
冬

奉

′■、

四
.ヽ.ノ′

永
冬

毎

ノー、
一

四
-ヽJ′

永
冬

毎

.′■、一

四

　、　一′

永
冬

毎

〈

四

　　)

永
冬

奉

〈

四
■ヽ一′

永
冬

毎

ノ′■ヽ
t.一

四
_ヽ..′

永
冬

毎

　　(

四
_ヽ..′

天
奉

毒

ノーヽ
..tlllla

...t▲

■ヽ..ノl

天
奉

毒

　　(

tヽ.J′

天
垣
76
年

　　(

四
-ヽノ′

康
和
五
年

　　(

望

、..′l′

承
琴

毒

ノ■、
〇
九
杢

承
笹

毒

　　(

〇
九
九
■ヽ..′

年

代

注
、
「
漢
文
本
文
」
欄
の
(
　
)
は
、
漢
文
本
文
に
お
け
る
梵
語
音
訳
部
分
。
(
　
)
　
を
付
し

た
も
の
は
、
使
用
例
の
少
な
い
も
の
。

右
の
表
の
如
く
整
理
で
き
る
。
こ
の
十
一
資
料
に
現
れ
た
声
点
は
、
基
本
的
に

は
、
漢
文
本
文
に
は
、
「
O
L
　
「
△
」
　
の
対
で
、
陀
羅
尼
に
は
　
「
●
」
　
「
P
　
の
対
で

構
成
、
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
種
々
の
出
入
り
が
認
め

ら
れ
る
。
甚
だ
し
い
も
の
は
、
資
料
日
の
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
胎
蔵
儀
軌

(
玄
法
寺
儀
軌
)
文
治
二
年
(
二
八
六
)
点
で
あ
る
。

極
々
単
純
な
発
想
と
し
て
は
、
同
一
資
料
に
複
数
の
形
態
の
記
号
が
存
す
る

場
合
、
形
態
の
違
う
そ
れ
ぞ
れ
が
、
担
う
機
能
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
仮

説
を
設
定
し
て
の
整
理
を
考
え
る
場
合
で
あ
る
。
即
ち
、
右
に
掲
げ
た
如
く
、

形
態
の
違
う
「
O
L
「
△
」
「
●
」
「
榊
」
　
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
漢
語
の
清
濁
、
陀
羅
尼

の
清
濁
を
分
か
っ
て
示
す
こ
と
と
対
応
す
る
と
言
っ
た
整
理
で
あ
る
。
し
か
し
、

右
の
表
の
如
く
、
資
料
日
を
例
に
取
れ
ば
、
「
O
L
　
「
△
」
　
「
●
」
　
「
…
」
　
四
種
の
形

態
の
声
点
の
他
に
、
漢
文
本
文
に
は
、
「
P
　
「
∞
」
　
「
榊
」
　
の
三
種
、
陀
羅
尼
部
分

に
は
、
「
O
L
「
∞
」
　
の
二
種
の
形
態
が
現
れ
る
。
こ
れ
の
処
理
に
、
形
態
が
異
な

る
こ
と
が
別
々
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
帰
納
し
よ
う
と
す
る
道
も
あ
ろ
う

が
、
こ
と
は
、
単
純
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
種
々
の
訓
点
に
現
れ
た
諸
種
の
形

式
が
重
な
り
合
っ
た
も
の
で
、
声
点
表
記
体
系
の
諸
種
が
重
合
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
状
況
も
存
し
て
、
西
墓
点
と
い
う
資
料
群
も
一
律
の
言
語
の
質
を
伝

え
る
も
の
で
は
な
く
、
同
類
の
資
料
群
、
資
料
群
間
に
、
訓
読
語
の
質
の
違
い

が
存
し
よ
う
し
、
甚
だ
し
き
は
、
一
資
料
一
資
料
の
レ
ベ
ル
で
、
質
の
異
な
る

場
合
も
当
然
な
が
ら
予
見
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
種
の
形
態
、
即
ち
、
「
O
L
　
「
△
」
　
「
●
」
　
「
…
」
　
が
、
基
本
的
な
表
記
体
系
で

28



あ
る
と
整
理
し
た
が
、
右
の
諸
資
料
に
お
け
る
本
奥
書
で
、
最
も
古
い
と
目
さ

れ
る
の
は
、
資
料
4
の
石
山
寺
校
倉
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諭
儀
軌
天
永
三
年

二
一
二
一
)
点
の
墨
点
に
対
応
す
る
も
の
で
、
良
勇
-
敬
一
と
伝
授
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
、
漢
文
本
文
へ
の
声
点
加
点
は
な
く
、
陀
羅
尼
に

対
す
る
も
の
も
、
極
め
て
単
純
な
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
い
で
古
い

と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
龍
雲
房
大
阿
闇
梨
慶
酢
の
も
の
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る

訓
点
に
は
、
声
点
「
△
」
が
現
れ
る
。
慶
酢
の
本
奥
書
が
認
め
ら
れ
る
資
料
は
、

資
料
1
、
資
料
5
、
資
料
6
、
資
料
7
で
あ
る
。

資
料
1
の
本
奥
書
は
、
左
京
青
蓮
院
に
お
い
て
慶
酢
の
点
本
を
兄
い
だ
し
た

と
あ
る
も
の
で
、
訓
点
は
、
第
一
群
点
と
思
し
く
、
他
の
も
の
と
は
質
の
違
う

も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
先
に
説
い
た
如
く
、
覚
猷
な
ど
の
影
響
が
否

定
し
き
れ
な
い
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
、
長
保
五
年
二
〇
〇
三
)
　
三
月
の
菓

受
奥
書
(
資
料
5
)
、
長
保
五
年
六
月
の
鮎
了
奥
書
(
資
料
6
)
、
長
保
六
年

(
一
〇
〇
四
)
　
二
月
承
点
了
奥
書
(
資
料
7
)
な
ど
と
あ
っ
て
、
長
保
五
・
六
年

頃
の
、
慶
詐
よ
り
の
伝
授
、
ま
た
、
加
点
、
承
点
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

長
保
頃
に
は
、
慶
酢
は
、
三
井
寺
に
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ

ら
の
伝
授
や
加
点
は
、
三
井
寺
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
奥
書
を

辿
る
限
り
は
、
最
も
古
い
記
事
は
、
龍
雲
房
慶
酢
に
発
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
即
ち
、
声
点
「
△
」
　
は
、
三
井
寺
に
降
っ
た
、
慶
詐
個
人
の
訓
点
か
ら
発

し
た
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
に
は
個
人
を
出
で
て
、
三
井
寺

と
い
う
一
寺
院
の
伝
流
の
資
料
に
、
汎
用
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
諸
僧

が
関
係
し
た
と
思
し
い
が
、
奥
書
に
頻
出
す
る
の
は
、
実
相
房
頼
豪
、
法
輪
院

覚
猷
で
、
こ
の
系
列
に
色
濃
く
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

右
の
推
定
で
問
題
と
な
る
の
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
永
延
元

年
(
九
八
七
)
点
本
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
今
ま
で
に
、
何
度
か
論

(
7
)

及
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
金
剛
界
儀
軌
本
文
に
、
六
種
の
加
点
が
存
す

る
。
永
延
元
年
点
は
、
文
慶
が
二
十
一
歳
の
時
、
入
道
三
宮
悟
円
か
ら
受
け
た

倫
誉
の
説
で
、
比
叡
山
上
百
光
房
で
の
伝
授
で
あ
り
、
こ
の
奥
書
の
注
に
、
「
前

受
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
長
保
六
年
二
〇
〇
四
)
　
三
月
加

点
の
墨
点
(
西
墓
点
)
　
で
あ
る
。
文
慶
が
三
十
八
歳
の
折
、
慶
酢
か
ら
受
け
た

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
奥
書
に
は
「
受
學
三
井
大
阿
闇
梨
己
了
」
と
あ
り
、
「
己

上
後
受
」
　
の
注
記
が
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
墨
点
の
声
点
で
、
本
稿
と
は
別
に
、

平
安
中
期
・
後
期
の
西
基
点
資
料
の
現
物
に
つ
い
て
整
理
を
試
み
た
こ
と
も
あ

(
8
)る
が
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
長
保
六
年
墨
点
に
も
「
△
」
声
点
が

現
れ
な
い
。
長
保
六
年
の
奥
書
は
、
本
奥
書
な
ど
で
は
な
く
、
大
東
急
記
念
文

庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
は
、
ま
さ
に
長
保
六
年
に
文
慶
が
慶
酢
か
ら
伝
授
を
受
け
た

折
に
使
っ
た
本
文
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
奥
書
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。
文
慶
と
慶
詐
間
で
の
伝
授
に
使
わ
れ
た
現
物
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

に
　
「
△
」
声
点
が
現
れ
な
い
こ
と
は
、
「
△
」
声
点
が
慶
詐
出
自
で
あ
る
と
し
た

推
定
と
矛
盾
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
墨
点
の
具
体
的
成
立

状
況
が
分
か
ら
な
い
。
先
の
一
連
の
永
久
二
年
加
点
本
の
本
奥
書
に
は
、
「
菓
受
」

(
オ
詐
)

(
資
料
5
)
と
だ
け
の
奥
書
も
あ
る
が
、
「
随
大
阿
闇
梨
鮎
了
」
　
(
資
料
6
)
、
「
奉

(
慶
二
詐
)

随
大
阿
闇
梨
承
鮎
了
」
　
(
資
料
7
)
と
あ
っ
て
、
修
法
の
伝
授
と
と
も
に
、
慶

酢
の
訓
点
を
受
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
戒
金
剛
界
儀
軌
長

保
六
年
の
墨
点
は
、
奥
書
か
ら
は
、
慶
詐
か
ら
の
金
剛
界
法
の
伝
授
が
あ
っ
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
面
受
、
口
受
だ
け
で
、
訓
点
そ
の
も
の
の
伝
承
が
無
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く
、
伝
授
を
受
け
つ
つ
、
文
慶
が
山
上
で
培
っ
た
加
点
法
で
、
声
点
を
下
ろ
し

た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

右
の
「
△
」
声
点
の
系
譜
を
、
内
閣
文
庫
蔵
三
井
寺
潅
頂
泳
譜
を
も
と
に
整

理
す
る
と
、
以
下
の
如
く
な
る
。

の
資
料
で
「
△
」
を
使
用
し
て
い
る
高
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
(
一
〇
五
一
)
点
本

(
重
文
第
二
部
第
日
4
号
)
、
東
寺
観
智
院
蔵
大
枇
慮
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
(
玄
法
寺
儀
軌
)
康

平
二
年
二
〇
五
九
)
点
本
(
第
二
九
函
第
1
号
)
　
に
記
載
の
僧
侶
名
を
含
む
。

円
珍
　
-
　
康
済
1
-
増

L

P

敬

一

-

運

昭

-

行

肇

d

墾

四
、
院
政
期
の
西
基
点
資
料
に
お
い
て
濁
声
点
「
△
」
　
が
認
め
ら
れ
な

い
資
料

文
慶
-
-
成
尋

親
-
良
意
-
I
倒
嘲

「
励
圃

邁　　　　　　肇

長　　　　　　行
守
-
L
刹
酬

行
勝
-
廟
嗣

公
伊
1
1
.
瑚
剖

理

右
の
傍
線
を
付
し
た
僧
は
、
「
△
」
を
使
用
し
て
い
る
僧
侶
。
ま
た
、
右
に
は
、
平
安
後
期

右
に
は
、
天
台
宗
寺
門
派
に
特
徴
的
と
さ
れ
る
「
△
」
声
点
に
関
し
て
、
そ

の
使
用
資
料
に
つ
い
て
記
述
を
行
い
、
三
井
寺
と
言
う
一
寺
院
で
の
伝
流
と
、

慶
詐
個
人
に
発
祥
し
た
で
あ
ろ
う
推
定
を
掲
げ
た
。
以
下
に
は
、
右
記
の
例
外

と
な
る
資
料
を
取
り
上
げ
て
、
検
討
を
加
え
る
。

院
政
期
の
西
基
点
加
点
資
料
に
お
い
て
、
「
△
」
声
点
を
加
点
せ
ず
、
別
形
式

の
声
点
を
加
点
し
て
、
声
調
、
濁
音
を
表
示
す
る
資
料
が
存
す
る
。
年
代
順
に

掲
げ
て
み
る
と
、
以
下
の
如
く
に
な
る
。

高
山
寺
蔵
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪
寛
治
六
年
(
一
〇
九
二
)
点

本
(
重
文
第
二
部
第
2
5
6
号
)
[
資
料
は
]
に
は
、
長
久
二
年
(
一
〇
四
一
)
と

思
し
き
朱
点
(
西
墓
点
)
と
、
加
点
は
希
で
あ
る
が
、
同
じ
頃
と
思
し
き
墨
点
(
西

基
点
)
　
の
加
点
が
存
す
る
。
墨
点
に
は
、
声
点
の
加
点
例
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、

朱
点
に
は
、
声
点
の
加
点
が
認
め
ら
れ
、
漢
文
本
文
で
は
、

6
2
或
は
痺
去
}
星
野
郵
〈
入
}
芋
者
貴
人
の
命
宿
を
(
高
山
寺
蔵
大
聖
妙

吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪
寛
治
六
年
点
)

サ
ウ

7
0
、
悪
-
物
砕
○
至
却
〈
平
)
破
器
、
偶
像
、
。
毛
妄
〉
髪
、
。
郎
(
去
了
糟
(
上
)
、

タ
ン

。
灰
喜
、
炭
O
へ
平
)
、
(
高
山
寺
蔵
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法

輪
寛
治
六
年
点
)
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な
ど
と
あ
っ
て
、
基
本
的
に
は
、
清
濁
を
区
別
せ
ず
、
「
O
」
の
加
点
を
行
う
。
但
し
、

唯
一
例
の
孤
例
で
あ
る
が
、

里
埠
毒
○
嗜
…
咋
酢
な
り
(
高
山
寺
蔵
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教

○

令
法
輪
寛
治
六
年
点
)

の
如
く
、
梵
語
の
漢
字
音
訳
部
分
に
、
「
∞
」
　
の
加
点
が
認
め
ら
れ
る
。
陀
羅
尼

で
は
、
冥
加
(
上
〉
英
.
{
入
}
三
.
(
平
)
去
.
畢
去
〉
鞠
上
溝
}
叫
勃
毒
蝶
毒
.
南
堕
〉
上
一
、
(
高

山
寺
蔵
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪
寛
治
六
年
点
)

の
例
が
認
め
ら
れ
て
、
清
音
「
●
」
、
濁
音
「
P
と
し
た
加
点
が
帰
納
で
き
る
。

本
資
料
の
奥
書
は
、

(
奥
書
)
寛
治
六
年
(
一
〇
九
二
)
七
月
二
日
書
之

(
別
葦
)
「
長
久
二
年
(
一
〇
四
一
)
九
月
十
八
日
刊
於
庚
山
房
事
讃
了
置
恵
酢
蛸

/
以
西
蓮
房
本
鮎
了
/
讃
鮎
本
有
之
」

と
あ
る
。
年
号
は
存
し
て
、
書
写
加
点
年
代
の
推
定
は
可
能
で
あ
る
。
長
久
二

年
に
移
点
の
親
本
と
な
っ
た
の
は
、
三
井
寺
僧
西
蓮
房
(
快
馨
)
　
の
本
で
あ
る

と
解
釈
さ
れ
、
三
井
寺
に
関
係
し
た
資
料
で
あ
る
こ
と
は
推
定
で
き
る
も
の
の
、

長
久
二
年
の
奥
書
中
の
「
庚
山
房
」
「
護
憲
」
が
未
勘
で
あ
り
、
伝
授
の
状
況

が
明
確
で
は
無
く
、
本
点
の
素
性
が
十
分
に
は
掴
め
な
い
。

東
寺
観
智
院
蔵
吉
祥
天
法
保
延
三
年
(
一
一
三
七
)
点
本
(
第
一
三
一
函
第

2
5
号
)
[
資
料
1
3
]
に
は
、
以
下
の
奥
書
が
存
す
る
。

(
奥
書
)
保
延
三
年
三
月
十
六
日
書
了
(
朱
書
}
「
同
十
七
日
校
鮎
畢
」

同
年
同
月
廿
三
日
玄
法
房
阿
闇
梨
奉
受
了
/
求
法
僧
宗
尊
記

(
別
事
}
「
仁
平
二
年
(
一
一
五
二
)
九
月
六
日
於
千
光
明
寺
於
玄
法
坊
座
下
/

鮎
了
交
了
　
　
行
暁
記
」

「
玄
法
房
」
「
宗
尊
」
と
も
に
未
勘
で
あ
る
が
、
「
行
暁
」
　
は
、
寺
門
伝
記
補
録

に
記
載
の
あ
る
僧
で
、
第
二
節
に
触
れ
た
僧
で
あ
る
。
本
資
料
に
は
、
保
延
三

年
と
思
し
き
朱
点
の
西
基
点
、
院
政
期
の
茶
点
の
仮
名
点
が
存
す
る
。
茶
点
は
、

加
点
箇
所
が
極
め
て
少
な
く
、
声
点
は
確
認
で
き
な
い
。
朱
点
で
は
、
漢
文
本

文
に
、
異
常
に
[
於
]
自
(
ら
)
ノ
所
住
ノ
虞
に
し
て
浮
く
感
妄
)
-
瓔
上
)
(
す
)

鷹
し
。
(
東
寺
観
智
院
蔵
吉
祥
天
法
保
延
三
年
朱
点
)

「
O
」
が
確
認
さ
れ
る
と
共
に
、
梵
語
の
漢
字
音
訳
部
分
に
は
、

ナ

賢
車
重
-
畔
上
了
那
…
香
、
(
東
寺
観
智
院
蔵
吉
祥
天
法
保
延
三
年
朱
点
)

の
如
く
の
清
音
「
●
」
、
濁
音
「
こ
は
確
認
さ
れ
る
が
、
「
△
」
　
の
出
現
は
認
め

ら
れ
な
い
。

陀
羅
尼
で
は
、

ヒ

　

　

　

　

ク

7
5
、
廟
∵
平
)
.
詞
王
)
●
噸
上
濁
)
.
親
王
)
.
畢
…
帝
.
(
平
喜
一
、
(
東
寺
観
智
院
蔵

吉
祥
天
法
保
延
三
年
朱
点
)

竺
二
.
(
平
)
.
受
妄
}
悔
(
上
謡
へ
上
)
廃
上
空
[
ィ
、
陀
㌦
濁
)
]
十
六
、
(
東
寺
観

智
院
蔵
吉
祥
天
法
保
延
三
年
朱
点
)

と
あ
っ
て
、
清
音
「
●
」
と
濁
音
に
は
「
こ
と
「
…
」
が
出
現
す
る
。

東
寺
観
智
院
に
は
、
一
連
の
行
暁
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
三
〇
函
第
2
6

号
と
し
て
、
盆
迅
倶
麿
羅
金
剛
念
諦
儀
軌
を
蔵
す
る
。
書
写
加
点
奥
書
に
は
、

(
奥
書
)
保
延
元
年
(
一
一
三
五
)
七
月
九
日
以
慈
囲
房
御
本
於
即
上
坊
/
奉

書
之
/
　
　
　
行
暁
之
記

〈
朱
書
}
「
同
月
十
三
日
移
鮎
比
交
了
」
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と
あ
る
資
料
で
、
こ
の
資
料
の
本
奥
書
に
、
左
の
如
き
も
の
が
現
れ
て
い
る
。

(
本
奥
書
)
天
永
三
年
(
二
一
二
)
十
月
十
日
於
石
l
山
朝
之
南
室
/
書
之

天
台
ヨ
期
倒
義
秀

こ
の
奥
書
に
従
え
ば
、
三
井
寺
の
僧
、
義
秀
が
、
石
山
寺
に
趣
き
、
石
山
寺
の

本
を
写
し
た
も
の
と
知
れ
る
。

行
暁
の
僧
名
は
見
え
な
い
も
の
の
、
行
暁
本
の
一
部
と
見
ら
れ
る
資
料
、
第

一
三
一
函
第
1
7
号
、
法
華
威
儀
形
色
経
に
は
、

(
奥
書
)
保
延
元
年
(
一
一
三
五
)
六
月
十
五
日
以
慈
囲
房
/
御
本
書
之
了

へ
朱
書
〉
「
同
月
十
八
日
書
本
移
粘
比
交
了
」

の
書
写
加
点
奥
書
が
存
す
る
が
、
本
奥
書
に
は
、
「
山
王
院
大
師
御
経
蔵
本
耳
」

ま
た
、
天
治
元
年
(
一
一
二
四
)
　
八
月
廿
一
日
の
本
奥
書
に
、
「
講
石
山
善
覚

房
本
書
之
」
と
見
え
、
「
山
王
院
大
師
御
経
蔵
本
以
/
是
即
仁
和
寺
安
養
房
侍

授
也
」
と
も
見
え
て
、
本
来
、
比
叡
山
上
の
山
王
院
の
経
蔵
本
が
出
自
で
あ
り
、

石
山
寺
や
仁
和
寺
の
関
係
し
た
資
料
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
一
連
の
行

暁
本
は
、
そ
の
出
自
を
辿
っ
て
み
る
と
、
純
粋
に
三
井
寺
で
生
成
さ
れ
、
そ
の

系
譜
の
み
を
引
く
資
料
の
集
合
体
で
は
な
く
て
、
石
山
寺
や
仁
和
寺
、
ま
た
、

比
叡
山
山
王
院
経
蔵
出
自
の
資
料
を
含
み
込
ん
で
成
立
し
て
い
た
も
の
と
思
し

ヽ
一
〇

し
V

更
に
、
行
暁
本
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
東
寺
観
智
院
戒
の
資
料
で
、
管
見

の
及
ん
だ
も
の
に
は
、
右
述
の
他
に
も
一
連
の
資
料
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
内
、
第
二
三
函
第
1
8
号
・
日
傘
蓋
仏
頂
儀
軌
保
延
元
年
(
一
二
二
五
)

点
、
第
三
二
函
第
2
7
号
・
久
安
三
年
(
二
四
七
)
点
、
十
二
天
儀
軌
、
第

一
三
一
函
第
8
5
号
・
多
聞
天
王
迦
羅
法
念
諦
儀
軌
院
政
期
点
は
、
い
ず
れ
も
奥

書
に
行
暁
の
署
名
の
見
え
る
行
暁
本
の
一
部
を
な
す
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

資
料
に
は
、
「
△
」
声
点
が
現
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
各
資
料
の
奥
書
か
ら
は
、

そ
の
資
料
の
素
性
が
辿
れ
な
い
。

高
山
寺
蔵
蘇
磨
呼
童
子
語
間
経
保
延
三
年
(
一
一
三
七
)
点
本
(
重
文
第
一

部
第
3
号
)
[
資
料
1
4
]
に
は
、
朱
点
と
墨
点
の
加
点
が
存
す
る
。
と
も
に
、

保
延
三
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
両
者
、
西
基
点
を
用
い
る
。
本
資
料
の

朱
点
は
、

7
ヽ

7

蘇
海
上
濁
〉
壇
上
}
童
子
、
坐
従
(
り
二
両
]
起
(
ち
〓
蘇
磨
呼
童

子
語
間
経
保
延
三
年
朱
点
)

の
如
く
、
梵
音
の
漢
字
音
訳
部
に
、
「
●
」
「
"
」
が
現
れ
る
が
、
例
外
的
で
、
漢

文
本
文
、
漢
字
音
訳
部
共
に
、

ソ

ヽ

　

ソ

ヽ

7
8
、
勤
(
め
て
)
漑
キ
潅
ク
こ
[
ィ
、
感
喜
潅
(
す
る
に
)
]
由
(
り
て
)
(
蘇

カ
イ

磨
呼
童
子
請
閉
経
保
延
三
年
朱
点
)

7
9
、
沸
○
(
平
}
酔
至
棄
(
て
)
己
(
り
)
て
便
(
ち
)
操
㍉
〉
。
嘩
去
〉
(
す
)

且
-
一
-
○

鷹
(
し
)
　
(
蘇
磨
呼
童
子
詰
問
経
保
延
三
年
朱
点
)

8
9
蓮
子
、
。
路
妄
〉
〔
洵
…
羅
紅
乞
沙
紅
、
水
晶
、
(
蘇
磨
呼
童
子
請
閉
経
保

延
三
年
朱
点
)

と
あ
っ
て
、
専
ら
「
O
」
を
使
用
す
る
。
唯
二
例
、

32

l
ヽ
82

ヽ
8

阿
○
至
。
吠
喜
[
ィ
、
○
吠
壬
]
0
説
王
勤
王
濁
〉
ス
應
(
か
ら
)
不
。
(
蘇

○

磨
呼
童
子
請
閉
経
保
延
三
年
朱
点
)

シ

　

　

こ

車
重
鞠
上
溝
〉
○
羅
(
上
〉
聴
毒
○
徒
三
〇
寧
互
竃
、
(
蘇
磨
呼
童
子
語

間
経
保
延
三
年
朱
点
)

の
如
く
、
「
∞
」
　
の
使
用
例
が
存
す
る
。



墨
点
に
は
、
声
点
の
出
現
が
多
く
は
な
い
が
、

輿
候
令
ヒ
善
(
く
)
崩
妄
}
ナ
レ
ト
モ
終
(
に
)
、
進
(
む
)
　
コ
ト
能
(
は
)

不
(
蘇
磨
呼
童
子
請
閉
経
保
延
三
年
墨
点
)

の
如
く
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
別
筆
の
墨
の
様
で
あ
る
が
、

輿
掲
袖
王
〉
.
布
(
去
}
.
畢
上
〉
.
那
壬
、
乾
闊
婆
、
.
部
喜
.
多
壬
、
諸
(
の
)

鬼
魅
等
(
蘇
磨
呼
童
子
講
閉
経
保
延
三
年
別
墨
点
)

の
例
が
存
す
る
。
「
△
」
声
点
の
使
用
は
な
い
。
本
資
料
の
奥
書
に
は
、
別
筆
の

承
安
三
年
(
一
一
七
三
)
十
二
月
の
高
野
山
月
上
院
で
の
伝
授
の
玄
護
の
奥
書

が
存
し
て
、
月
上
院
本
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
が
、
こ
の
資
料
の
伝
来

は
、
上
巻
末
に
、

(
巻
上
巻
末
)
本
経
云
墨
ノ
コ
ノ
乱
脱
者
明
覚
私
付
三
春
本
四
巻
経
/
所
付
也

ま
た
、
下
巻
の
奥
書
に
は
、

(
巻
下
奥
書
)
保
延
三
年
(
一
一
三
七
)
年
五
月
廿
八
日
菜
書
〉
　
「
同
年
九
月
十
七

日
移
鮎
了
但
温
泉
房
/
本
也
」

と
あ
っ
て
、
温
泉
房
明
覚
出
自
の
資
料
で
、
天
台
宗
も
、
比
叡
山
関
係
の
資
料

で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

院
政
期
の
山
門
派
に
西
基
点
資
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
例
で

も
確
認
さ
れ
る
。
高
山
寺
経
蔵
に
は
、
天
台
宗
山
門
派
の
僧
、
「
覚
成
」
　
の
関

係
し
た
一
群
の
資
料
が
存
す
る
。
稿
者
も
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
こ
と
が

(
9
)

あ
る
が
、
そ
の
中
に
、
八
点
の
西
基
点
加
点
の
資
料
が
存
す
る
。

覚
成
本
の
西
基
点
加
点
八
点
は
、
一
点
を
除
き
、
各
資
料
の
全
帖
に
亙
る
移

点
な
ど
の
詳
細
な
調
査
の
機
会
を
得
て
い
な
い
。
た
だ
一
点
、
詳
細
調
査
の
完

了
し
て
い
る
大
金
剛
焔
口
降
伏
一
切
魔
怨
晶
保
元
元
年
(
一
一
五
六
)
点
(
重

文
第
一
部
5
4
号
)
[
資
料
1
5
]
は
、
六
丁
程
の
言
語
量
の
少
な
い
資
料
で
あ
る
。

奥
書
に
は
、

(

朱

)

「

十

　

六

　

一

鮎

了

」

　

　

　

　

　

.

(
奥
書
)
保
元
、
年
閏
九
月
廿
日
午
時
許
於
大
教
房
恭
賜
師
御
本
書
了

と
あ
っ
て
、
保
元
元
年
閏
九
月
の
覚
成
の
署
名
が
存
す
る
。
大
教
房
最
厳
の
持

本
を
底
本
に
書
写
し
た
も
の
で
、
同
年
十
月
に
点
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資

料
に
は
、
漢
文
本
文
と
陀
羅
尼
と
が
存
す
る
が
、
声
点
を
兄
い
だ
せ
な
い
。
声

点
が
な
く
て
、
比
較
の
対
象
と
は
成
り
に
く
い
と
認
め
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
が
、

当
然
な
が
ら
声
点
「
△
」
　
の
出
現
は
認
め
ら
れ
な
い
。

西
基
点
加
点
の
覚
成
本
は
、
こ
の
他
に
、
観
自
在
権
現
歓
喜
天
供
法
(
第

八
二
函
第
5
2
号
)
、
道
場
観
上
末
(
第
八
六
函
第
2
7
号
)
、
不
動
立
印
儀
軌
(
第

一
八
二
函
第
7
2
号
・
第
一
九
〇
函
第
6
号
)
が
存
す
る
。
.
こ
れ
ら
は
、
覚
成
の

自
筆
加
点
本
で
あ
り
、
大
枇
慮
遮
那
経
随
行
儀
軌
(
第
二
五
函
第
8
5
号
)
も
、

覚
成
書
写
本
で
、
高
野
山
「
月
上
院
」
　
の
書
人
の
あ
る
資
料
で
あ
る
。

烏
葬
渋
麿
儀
軌
(
第
二
一
.
函
第
3
1
号
)
は
、
表
紙
に
「
玉
泉
房
」
　
の
書
人

が
あ
る
。
大
威
怒
烏
葬
渋
磨
成
就
儀
軌
(
第
一
八
二
函
第
1
3
号
)
　
は
、
寛
治
二

年
(
一
〇
八
八
)
　
の
範
仁
の
書
写
奥
書
、
同
八
年
の
範
仁
の
奉
受
奥
書
、
承
徳

二
年
二
〇
九
八
)
　
の
桂
林
房
に
お
け
る
辛
勝
阿
闇
梨
か
ら
の
伝
授
奥
書
と
と

も
に
、
(
奥
書
)
〈
朱
書
)
「
以
松
井
本
移
鮎
了
　
範
仁
/
大
原
本
」

の
移
点
奥
書
が
存
し
て
、
覚
成
の
伝
領
本
で
、
院
政
期
の
山
上
に
お
け
る
西
基

(
1
0
)

点
資
料
の
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

右
の
覚
成
本
に
つ
い
て
は
、
天
台
宗
山
門
派
に
お
い
て
、
西
墓
点
資
料
の
伝

承
が
あ
り
、
そ
の
本
を
も
と
に
、
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
事
実
を
、
こ
こ
で
注
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目
し
て
お
き
た
い
。

石
山
寺
校
倉
に
は
、
大
枇
慮
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
(
玄
法
寺
儀
軌
)
　
二
巻

(
校
倉
第
九
函
第
6
号
)
[
資
料
1
6
]
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
加
点
さ
れ
た
訓
点
は
、

永
承
七
年
(
一
〇
五
二
)
　
の
朱
点
(
宝
睡
院
点
)
と
平
安
後
期
の
自
点
(
宝
瞳

院
点
)
　
の
加
点
が
存
す
る
の
で
、
天
台
宗
山
門
派
関
係
の
資
料
と
し
て
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
資
料
に
は
、
院
政
期
に
降
っ
て

の
久
安
四
年
(
一
一
四
八
)
　
の
墨
点
(
西
基
点
)
と
院
政
期
と
推
定
さ
れ
る
緑

青
点
(
西
基
点
)
　
の
加
点
が
あ
る
。
久
安
四
年
の
奥
書
は
、

(
奥
書
)
久
安
四
年
十
一
月
六
日
疇
許
奉
桂
陽
阿
闇
梨
御
房
/
即
時
奉
受
　
心
尊

記
之

と
あ
る
。
「
心
尊
」
は
、
未
勘
で
あ
る
が
、
「
桂
陽
阿
闇
梨
」
が
、
桂
陽
房
の
謂

い
な
ら
、
「
猷
乗
」
が
候
補
と
し
て
挙
が
る
。
三
井
寺
潅
頂
豚
譜
に
よ
れ
ば
、
「
西

蓮
房
快
音
」
　
の
資
に
「
猷
乗
」
が
あ
っ
て
、
長
寛
二
年
(
一
一
六
四
)
十
月

十
三
日
に
八
十
六
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
、
時
代
的
に
も
合
致
す
る
。

墨
点
に
お
け
る
声
点
を
帰
納
す
る
と
、
漢
文
本
文
に
は
、

「
O
L
　
「
●
」
が
出
現
し
て
い
る
。

陀
羅
尼
で
は
、

8
ヽ

8
9
ヽ

8
0
ヽ

9l
ヽ
9

嘲
∞
毒
引
埠
上
}
.
賢
二
合
多
.
(
平
…
、
(
石
山
寺
校
倉
蔵
大
枇
慮
遮

那
広
大
成
就
儀
軌
墨
点
)

痺
去
)
極
上
南
迦
○
至
海
上
)
爾
(
石
山
寺
校
倉
蔵
大
枇
慮
遮
那
広

夕

大
成
就
儀
軌
墨
点
)

シ

噂
l
司
孟
)
地
.
咽
(
上
〉
多
。
、
(
石
山
寺
校
倉
蔵
大
枇
慮
遮
那
広
大
成
就

儀
軌
墨
点
)

ト

　

　

　

　

ホ

嘲
㌧
葺
.
暮
…
.
轡
去
)
.
聖
)
、
(
石
山
寺
校
倉
蔵
大
枇
慮
遮
那
広
大

●

成
就
儀
軌
墨
点
)

5
ヽ

86
ヽ8

虚
妄
〉
誠
○
至
ヲ
モ
テ
妙
香
花
(
を
)
布
散
(
せ
)
ヨ
(
石
山
寺
校
倉

蔵
大
枇
慮
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
墨
点
)

二
風
輪
を
散
華
平
濁
)
せ
よ
。
(
石
山
寺
校
倉
蔵
大
枇
慮
遮
那
広
大
成

就
儀
軌
墨
点
)

「
O
L
「
∞
」
が
現
れ
て
お
り
、
漢
文
本
文
も
偽
に
は
、

堅
固
U
(
平
〉
牢
○
(
平
)
。
地
(
去
夫
㌦
平
葬
U
(
平
)
。
替
〈
去
〉
属
。
〈
人
言
ィ
、
喝
.
(
平
〉

牢
.
(
平
)
.
地
(
去
夫
.
(
平
〉
井
.
(
平
)
.
替
(
去
鹿
.
{
入
)
]
(
石
山
寺
校
倉
蔵
大

枇
慮
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
墨
点
)

の
如
く
、
「
O
L
「
∞
」
と
「
●
」
　
「
こ
「
P
　
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
如
く
で
、
墨
点
の
声
点
は
、
相
当
に
幅
湊
し
て
現
れ
て
い
る
が
、
「
△
」

は
、
出
現
し
て
な
い
。

院
政
期
と
推
定
さ
れ
る
緑
青
点
で
は
、

輿
尊
形
は
猶
(
ほ
)
。
嘲
妄
〉
0
素
〈
上
)
　
(
の
)
[
猶
]
(
再
論
〉
(
し
)
。
(
石
山
寺

校
倉
蔵
大
枇
慮
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
緑
青
点
)

右
の
如
く
「
O
」
が
出
現
し
て
い
る
。
梵
語
の
漢
字
音
訳
に
は
、

(
?
)

輿
及
(
ひ
)
吋
毒
壇
上
}
.
瓔
上
)
仙
と
か
(
あ
り
〓
石
山
寺
校
倉
蔵

大
枇
慮
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
緑
青
点
)

竺
坤
ヒ
旦
哩
底
方
0
(
平
)
の
主
を
は
(
石
山
寺
校
倉
蔵
大
枇
慮
遮
那
広
大

成
就
儀
軌
緑
青
点
)

右
掲
の
如
く
で
、
「
●
」
と
「
㌻
P
ま
た
「
こ
が
現
れ
る
。
陀
羅
尼
で
は
、

輿
頑
去
劇
(
平
!
満
恵
(
上
濁
軽
響
き
咤
-
{
平
竺
冒
妄
鵡
〉
元
(
毒
野
(
石
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山
寺
校
倉
蔵
大
枇
慮
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
緑
青
点
)

声
点
に
「
●
」
「
こ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
か
か
る
状
況
に
整
理
で
き
る
が
、
声
点
「
△
」

は
、
現
れ
て
い
な
い
。
こ
の
資
料
は
、
西
基
点
に
先
行
し
て
、
宝
瞳
院
点
の
二

種
の
訓
点
が
存
す
る
も
の
で
、
天
台
宗
も
山
門
派
関
係
で
成
立
し
た
資
料
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
様
な
状
況
を
観
察
す
る
と
、
素
性
の
明
ら
か
で
は
な
い
資
料
も
存
す

る
が
、
院
政
期
に
あ
っ
て
、
西
基
点
資
料
内
に
「
△
」
声
点
の
使
用
が
認
め
ら

れ
な
い
資
料
は
、
天
台
宗
も
山
門
派
内
に
伝
承
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ

る
資
料
、
ま
た
、
山
門
派
が
関
係
し
て
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
資

料
、
或
は
、
余
宗
の
関
係
し
た
資
料
で
あ
る
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

と
が
、
当
時
の
実
情
で
あ
っ
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

の
結
論
を
得
た
。
取
り
上
げ
た
資
料
の
絶
対
量
が
、
決
し
て
多
く
は
な
く
、
右

の
結
論
の
妥
当
性
を
保
証
す
る
も
の
で
は
無
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
院
政
期
西

基
点
資
料
の
本
奥
書
か
ら
は
、
山
上
を
追
わ
れ
た
慶
酢
が
、
恐
ら
く
三
井
寺
を

中
心
に
、
長
保
年
間
前
後
に
、
盛
ん
に
伝
授
を
行
っ
て
い
た
実
態
が
知
ら
れ
る
。

(
l
l
)

更
に
想
像
を
達
し
く
し
て
、
声
点
「
△
」
　
の
使
用
が
慶
酢
に
始
ま
る
と
す
る
な

ら
ば
、
声
点
の
表
記
体
系
の
革
新
に
は
、
ど
の
よ
う
な
力
学
が
働
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
比
叡
山
上
で
の
山
門
派
と
の
抗
争
に
よ
っ
て
比
叡
山
を
追
わ
れ
、
三
井
寺
を

一
大
拠
点
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
寺
門
派
僧
徒
の
、
山
上
山
門
派
に
対
す
る

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
誇
示
で
あ
っ
た
様
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
は

あ
る
ま
い
か
。
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以
上
、
院
政
期
の
西
基
点
資
料
を
取
り
上
げ
、
声
点
の
加
点
状
況
を
帰
納
整

理
し
、
1
、
西
基
点
資
料
の
特
徴
と
さ
れ
る
声
点
「
△
」
は
、
平
安
中
期
末
か
ら

平
安
後
期
の
初
頭
に
、
慶
酢
が
使
用
を
始
め
た
も
の
で
、
以
降
、
天
台

宗
寺
門
派
も
三
井
寺
(
園
城
寺
)
と
言
う
一
寺
院
を
中
心
と
す
る
流
に

伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2
、
院
政
期
の
西
基
点
資
料
で
、
声
点
「
△
」
を
使
わ
な
い
資
料
が
存
す
る
が
、

こ
の
資
料
の
伝
来
を
、
奥
書
ま
た
資
料
の
成
立
事
情
等
を
示
す
書
人
を

基
に
観
察
す
る
と
、
天
台
宗
も
比
叡
山
延
暦
寺
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
た

西
基
点
資
料
、
ま
た
は
、
余
宗
に
関
連
し
て
成
立
し
た
資
料
で
あ
る
こ

注

1
、
築
島
裕
「
古
訓
点
に
現
れ
た
十
一
・
十
二
世
紀
の
仏
教
諸
宗
教
学
の
交
流
-
園
城
寺

を
中
心
と
し
て
ー
」
　
(
r
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
し
平
成
二
年
三
月
、
吉
川
弘
文
館
)

に
お
い
て
、
西
基
点
資
料
が
、
天
台
宗
山
門
派
、
真
言
宗
、
南
都
古
宗
に
関
係
し
て

成
立
、
伝
承
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
記
述
さ
れ
、
諸
宗
相
互
間
の
教
学
上
の
交

流
の
証
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

2
、
拙
著
F
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』
(
平
成
十
九
年
二
月
、
汲
古
書
院
)

第
四
書
第
二
節
。

3
、
注
1
文
献
。

築
島
裕
r
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
し
(
平
成
八
年
五
月
、
汲
古
書
院
)
。

4
、
築
島
裕
「
濁
点
の
起
源
」
(
東
京
大
学
教
養
学
部
r
人
文
科
学
科
紀
要
h
第
3
2
輯
、



昭
和
三
十
九
年
四
月
)
　
に
お
い
て
は
、
声
点
「
△
」
　
の
使
用
資
料
群
は
、
西
基
点
資

料
群
と
共
に
、
法
相
宗
喜
多
院
点
資
料
群
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。

佐
々
木
勇
「
声
点
「
△
」
　
の
機
能
-
『
耕
正
論
』
保
安
四
年
点
に
つ
い
て
」
　
(
r
か
が

み
L
第
三
十
一
号
、
平
成
六
年
三
月
)
　
に
は
、
右
の
築
島
論
文
を
始
め
、
平
成
六
年

現
在
で
の
先
行
研
究
を
調
査
し
、
各
先
行
研
究
に
触
れ
ら
れ
た
「
△
」
声
点
の
現
れ

る
資
料
の
年
譜
一
覧
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
、
一
等
資
料
と

し
て
の
最
古
の
資
料
は
、
右
の
築
島
論
文
に
引
か
れ
た
「
高
野
山
持
明
院
蔵
建
立
護

摩
儀
軌
」
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
高
野
山
持
明
院
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
西
基
点
資

料
が
存
す
る
こ
と
は
、
築
島
裕
注
3
文
献
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
稿
者
は
、

緑
な
く
、
高
野
山
持
明
院
の
西
基
点
資
料
を
実
見
し
て
い
な
い
。

沼
本
克
明
r
日
本
漠
字
音
の
歴
史
的
研
究
し
(
平
成
九
年
十
二
月
、
汲
古
書
院
)
第
三
章
。

5
、
平
安
中
後
期
の
管
見
の
及
ん
だ
西
基
点
加
点
資
料
で
、
声
点
「
△
」
が
現
れ
る
資
料

は
、
平
安
中
後
期
の
西
基
点
資
料
の
検
討
に
取
り
上
げ
た
十
三
資
料
中
、
線
に
、

○
高
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
(
一
〇
五
こ
点

○
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
康
平
二
年
(
一
〇
五
九
)
点
・
延
久
二
年
(
一
〇
七
〇
)

点
、
同
平
安
後
期
点

に
過
ぎ
な
い
。
詳
細
は
、
別
稿
に
委
ね
る
こ
と
と
す
る
。

6
、
山
門
派
資
料
に
、
「
△
」
が
出
現
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
東
寺
観
智
院
蔵

無
量
壽
儀
軌
天
治
二
年
(
一
一
二
五
)
点
(
第
二
十
六
函
第
4
号
)
　
(
築
島
裕
注
4

文
献
)
　
で
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
(
京
都
府
古
文
書
等
緊
急
調
査
報
告
)

に
よ
れ
ば
、
「
天
治
元
年
五
月
二
十
六
日
未
魁
於
白
川
房
奉
書
了
/
執
筆
沙
門
保
覚

(
朱
書
)
r
同
二
年
九
月
廿
一
日
於
枇
杷
殿
奉
受
僧
都
御
房
了
ヒ
　
(
同
目
録
に
は
、
本

奥
書
、
修
補
奥
書
が
存
し
て
も
、
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
)
と
あ
る
資
料
で
、

宝
瞳
院
点
の
加
点
が
存
す
る
と
さ
れ
る
。
今
一
点
は
、
随
心
院
蔵
普
賢
弟
作
法
院
政

期
点
(
花
野
者
達
「
随
心
院
蔵
源
信
撰
述
r
普
賢
講
作
法
L
の
訓
点
」
　
(
r
訓
点
語
と

訓
点
資
料
J
第
八
十
七
韓
、
平
成
三
年
九
月
)
　
で
、
仁
都
波
迦
点
加
点
で
あ
る
と
説

か
れ
る
。
共
に
、
精
査
の
機
会
を
未
だ
得
な
い
が
、
後
者
の
資
料
に
つ
い
て
花
野
氏

7、8、

9、

0
ヽll

ヽ
l

の
ご
論
考
に
お
い
て
帰
納
さ
れ
た
声
点
の
様
態
を
見
る
と
、
「
ム
」
に
作
ら
れ
て
い
る
。

注
2
拙
著
。

注
5
文
献
。

注
2
拙
著
。

築
島
裕
「
高
山
寺
経
蔵
の
平
安
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
」
　
(
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研

究
㌔
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
)
。

注
2
拙
著
。

慶
酢
が
、
寺
門
派
に
お
い
て
転
換
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
注
2
拙
著
、
第
六
章

第
一
節
に
も
取
り
上
げ
た
。

陀
羅
尼
の
漠
字
音
訳
字
が
、
天
台
宗
の
中
に
あ
っ
て
も
、
慶
酢
の
読
み
方
で
は
、
原

梵
語
音
に
無
関
係
に
漢
音
で
読
ま
れ
て
い
て
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
は
、

沼
本
克
明
¶
日
本
漠
字
音
の
歴
史
的
研
究
し
(
平
成
九
年
十
二
月
、
汲
古
書
院
)
第
六
部
、

第
一
章
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
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[
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本
稿
は
、
平
成
二
十
年
十
月
二
十
五
日
、
鳥
取
大
学
お
い
て
開
催
さ
れ
た
日
本
語
学
会

中
国
四
国
支
部
二
〇
〇
八
年
大
会
研
究
発
表
会
の
席
上
、
口
頭
発
表
を
行
っ
た
も
の
を

元
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
会
の
席
上
で
は
、
佐
々
木
勇
氏
よ
り
有
益
な
ご
意
見
な

ど
を
賜
り
、
ま
た
、
発
表
の
直
後
、
佐
々
木
氏
に
は
、
予
め
ご
準
備
戴
い
て
い
た
氏
の

玉
稿
の
掲
載
さ
れ
た
「
か
が
み
第
三
十
一
号
、
平
成
六
年
三
月
」
の
本
誌
を
頂
戴
し
た
。

ま
た
、
沼
本
克
明
先
生
に
は
、
発
表
後
、
ご
教
導
を
戴
く
こ
と
が
出
来
た
。
お
二
人
に
、

心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。




